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庸
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民
國
二
十
三
年
（
昭
和
九
年
、
一
九
三
四
年
、
甲
戌
）
一

月
十
五
日
〜
一
月
二
十
五
日
〕

十
五
日

晴
れ
。
朝
、
小
林
の
處
か
ら
ぜ
ん
ざ
い
（
原
文
「
赤
豆
沙
煮
糰
子
」）
が
屆
く
。

今
日
が
元
宵
節
に
當
る
か
ら
で
あ
る
。
陽
曆
の
た
め
月
の
滿
ち
缺
け
は
分
か
り
よ

う
が
な
い
け
れ
ど
も
、
昔
の
風
俗
が
ま
だ
の
こ
っ
て
い
る
。
十
時
、
倉
井
が
や
っ

て
來
て
、
小
林
と
と
も
に
裁
判
所
に
出
か
け
る
。
控
訴
院
院
長
の
久
保
田
美
英
と

地
方
裁
判
所
檢
事
正
の
三
橋
市
太
郞
が
出
迎
え
、
民
事
・
刑
事
の
各
法
廷
を
案
內

す
る
。
法
廷
內
の
配
置
と
訊
問
制
度
は
、
お
お
よ
そ
我
が
國
と
同
じ
。
た
だ
し
特

異
點
が
三
つ
あ
る
。
一
、
調
停
室
。
こ
の
法
律
は
發
布
さ
れ
て
す
で
に
數
年
に

な
る（
１
）。
圓
卓
を
用
い
た
會
議
方
式
で
、
判
事
一
名
が
中
央
に
座
り
監
督
の
立
場
に

就
く
。
左
右
の
調
停
員
二
名
は
、
判
事
に
よ
っ
て
そ
の
職
權
を
も
っ
て
指
定
さ
れ

る
。
こ
の
職
務
は
資
格
を
有
す
る
者
を
選
び
こ
れ
に
充
て
、
各
分
野
す
べ
て
揃
っ

て
い
る
。
そ
の
ほ
か
が
雙
方
の
當
事
者
の
座
席
で
あ
る
。
凡
そ
債
權
額
が
千
圓
以

下
の
場
合
、
も
し
く
は
商
事
お
よ
び
家
產
に
よ
る
紛
爭
の
各
事
案
は
、
金
額
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
な
先
に
調
停
手
續
を
行
う
。
そ
の
利
便
が
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
最
短
期
閒
で
正
し
い
結
果
が
得
ら
れ
、
訴
訟
が
長
期
に
亘
っ
て
實
際
は
損
を

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ず
に
す
む
。
今
一
つ
は
雙
方
と
も
に
勝
訴
・
敗
訴
の
し

こ
り
か
ら
起
こ
る
心
の
傷
が
な
く
な
る
。
こ
の
法
律
の
運
用
が
奬
勵
さ
れ
、
實
績

は
優
良
で
あ
る
。
昨
年
の
數
を
計
算
す
る
と
、
商
業
關
係
は
三
百
餘
件
、
債
權
は

九
百
餘
件
、
家
產
は
千
三
百
餘
件
で
、
總
計
は
民
事
よ
り
少
な
い
二
千
五
百
餘
件

で
あ
る
。
相
續
・
婚
姻
の
事
案
は
こ
の
範
圍
に
入
れ
な
い
。
し
か
し
申
し
出
を
す

る
人
が
い
れ
ば
、
審
査
に
加
え
る
。
二
、
陪
審
制
度
。
專
ら
陪
審
員
に
證
據
を
調

査
す
る
こ
と
が
任
さ
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
陪
審
と
名
前
は
同
じ
で
あ
る
が
實
態

は
異
な
る
。
三
、
思
想
犯
に
つ
い
て
の
檢
事
取
り
調
べ
室
。
こ
れ
は
共
產
主
義
事

件
に
つ
い
て
、
特
に
專
門
の
名
前
を
設
け
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
の
防
備
が
嚴
密

で
あ
る
こ
と
を
示
す
ね
ら
い
が
あ
る
。
お
二
人
は
と
て
も
親
切
で
昨
年
の
各
種
統

計
表
の
册
子
を
く
れ
た
。

お
別
れ
を
し
て
、
狩
野
〔
直
喜
〕
宅
に
行
き
、
と
ど
ま
っ
て
晝
食
を
戴
く
。
コ

ロ
タ
イ
プ
版
の
殘
本
宋
版
『
禮
記
正
義
』
二
册
と
古
寫
本
『
春
秋
正
義
』
一
部
を

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

芳　
　

村　
　

弘　
　

道

譯　

注



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

七
六

も
ら
い（
２
）、
嘉
靖
本
の
黄
刻
『
水
經
注
』
一
部（
３
）
を
お
返
し
に
し
た
。
狩
野
が
淸
代

の
刑
部
の
現
審
（
八
旗
の
戶
口
と
田
地
家
屋
の
訴
訟
）
と
秋
審
（
死
刑
執
行
制
度
）

の
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
の
で
、
經
驗
し
た
こ
と
を
逐
一
吿
げ
る
。
狩
野
は
初

め
て
聞
く
こ
と
で
あ
る
と
不
思
議
に
思
い
、「『
大
淸
會
典
』
に
ど
う
し
て
記
載
さ

れ
て
い
な
い
の
か
」
と
い
う
。
私
は
、「『
會
典
』
は
、
も
と
よ
り
王
朝
の
法
制
を

編
集
し
た
も
の
で
、
各
國
の
法
規
大
全
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
法
制
内
の
故
實

や
變
更
に
つ
い
て
は
當
然
、
詳
し
く
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
答
え
た
。
狩
野

は
私
に
『
東と

う
け
い京
夢む

華か

錄ろ
く

』（
４
）
に
な
ら
っ
て
書
き
と
ど
め
、
今
回
の
講
演
錄
の
後
に

附
錄
す
る
よ
う
依
賴
し
た
の
で
、
私
は
こ
れ
を
承
知
し
た
。
狩
野
に
別
れ
、
京
極

に
行
き
紫
式
部
の
人
形
を
買
う
。
ま
た
岡
野
兩
替
店
に
行
き
、
買
い
物
代
と
し
て

數
十
圓
を
兩
替
し
て
宿
に
戾
る
。
同
行
者
と
東
山
を
遊
覽
し
、
足
跡
を
印
し
遺
し

て
行
っ
た
證あ

か
しに
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、す
で
に
宵
闇
の
頃
と
な
っ
て
し
ま
い
、

た
い
へ
ん
申
し
譯
な
い
こ
と
を
し
た
。
夕
食
の
後
で
小
林
の
家
に
行
き
、
彼
の
母

堂
お
よ
び
家
族
の
者
と
お
別
れ
を
い
う
。

十
時
ご
ろ
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
細ほ

そ

部べ

安
郞
來
談
。
こ
の
君
は
唐
代
の
法
制
に
詳
し

い
。
彼
の
話
に
よ
る
と
、
中
國
に
い
た
時
に
は
東
方
稅
關
の
試
補
の
職
に
就
き
、

そ
こ
は
中
國
で
は
漢
務
部
と
い
う
名
稱
で
あ
り
、「
賀
思
培（H

è Sīpéi　

ホ
ス
ペ
）」

と
名
乘
っ
て
い
た
。
日
本
で
は
和
務
部
に
務
め
、「
細
部
」
の
二
字
の
訓
讀
が
原

名
と
近
い
の
で
、
こ
の
名
前
に
改
め
た
と
い
う
。
思
う
に
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の
通

商
は
明
代
中
葉
に
始
ま
り
、
歷
史
上
、
こ
の
職
務
が
存
在
し
て
い
る
。
た
だ
し
實

際
は
外
交
機
關
の
學
習
員
で
あ
っ
た
。
唐
制
を
研
究
す
る
の
に
參
考
す
べ
き
書
籍

を
私
に
質
問
し
た
の
で
、
知
る
か
ぎ
り
の
全
て
を
擧
げ
答
え
て
や
り
、
唐
人
、
例

え
ば
孔
穎
逹
・
賈
公
彥
な
ど
の
經
典
の
疏
に
よ
く
留
意
す
る
よ
う
言
い
聞
か
せ
た
。

な
ぜ
な
ら
昔
賢
は
そ
の
當
時
の
制
度
を
用
い
て
古
典
籍
を
注
釋
し
て
お
り
、
例
え

ば
二
鄭
（
後
漢
の
鄭
衆
・
鄭
玄
）
の
注
に
い
う
「
今
律
」
は
「
漢
律
」
で
あ
っ
て
、

孔
穎
逹
な
ど
の
疏
に
い
う
「
今
律
」
は
「
唐
律
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
摸

寫
本
の
『
周
禮
』
鄭
注
は
名
手
の
書
で
あ
り
、『
尚
書
』
の
某
篇
の
疏
に
引
用
さ

れ
た
唐
制
は
甚
だ
詳
し
い
。こ
れ
は
そ
の
一
例
で
あ
る
と
說
明
し
た
。細
部
が
歸
っ

た
が
、
日
本
圓
が
中
に
入
っ
た
財
布
を
一
つ
と
、
日
記
、
書
目
な
ど
を
忘
れ
て
い

た
の
で
、
手
紙
を
書
き
添
え
て
旅
館
の
者
に
屆
け
さ
せ
た
。

　

鳳ほ
う
お
う
だ
い

凰
臺
上じ
や
う

憶お
く
す
い吹
簫せ
う（
５
）

　
　

  【
原
注
:
題
紫
式
部
小
像
。
所
著
源
氏
物
語
爲
和
學
最
高
深
課
本
（
紫
式

部
の
小
像
に
題
す
。
著
す
所
の
源
氏
物
語
は
和
學
の
最
も
高
深
の
課
本
爲た

り
）。】（【　

】
の
部
分
は
す
べ
て
原
注
、
以
下
「
原
注
:
」
を
略
す
）

宮
漏
移
磚　
　

宮
漏
磚せ
ん

に
移
る

衣
香
題
句　
　

衣
香
し
く
句
を
題
し

　
　
【
衣
衿
遍
書
和
歌
（
衣
衿
に
遍
く
和
歌
を
書
す
）】

個
儂
翰
墨
翩
翩　
　
　

個こ

の
儂ど
う

は
翰か
ん

墨ぼ
く

翩へ
ん
ぺ
ん翩
た
り

奈
羅
敷
花
艷（
６
）　

　
　
　

奈い
か
んせ
ん
羅ら

ふ敷
は
花
の
ご
と
く
艷え
ん

に
し
て

靑
女
霜
堅（
７
）　

　
　
　
　

靑せ
い
ぢ
よ女
は
霜
の
ご
と
く
堅
き
を

本
是
迦
陵
俊
侶　
　
　

本も
と

是こ

れ
迦か

陵り
や
うの
俊
し
ゆ
ん
り
よ侶

鬘
天（
８
）恨
語
入
哀
絃　
　

鬘ま
ん
て
ん天
の
恨こ
ん

語ご

は
哀あ
い
げ
ん絃
に
入
る

妾
心
似
盈
盈
古
井　
　

妾せ
ふ

の
心
は
盈え
い

盈え
い

た
る
古こ

井せ
い

に
似
て

不
被
風
牽（
９
）　

　
　
　
　

風
に
牽ひ

か
れ
ず

堪
憐　
　
　
　
　
　
　

憐
れ
む
に
堪た

ふ
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仗
湘
管
一
枝　
　
　
　

湘
し
や
う
く
わ
ん管
一い
つ

枝し

に
仗よ

り

揮
灑
年
年　
　
　
　
　

揮き

灑さ
い

す
る
こ
と
年
年

比
絳
芸
選
夢（
10
）　

　
　
　

絳か
う

芸う
ん

の
選せ
ん

夢む

に
比く
ら

ぶ
れ
ば

滕
薛
誰
先（
11
）　

　
　
　
　

滕と
う
せ
つ薛
誰
か
先
な
る

　
　
【
相
傳
情
節
類
石
頭
記
（
情
節
は
石
頭
記
に
類
す
と
相
傳
ふ
）】

此
是
三
朝
實
錄（
12
）　

　
　

此
れ
是
れ
三
朝
の
實
錄

重
雞
林
爭
解
囊
錢（
13
）　

　

雞け
い

林り
ん

に
重
ん
ぜ
ら
れ
爭
ひ
て
囊な
う

錢せ
ん

を
解
く

　
　
【
物
語
泰
西
倶
有
譯
本（
14
）（
物
語
は
泰
西
に
倶と
も

に
譯
本
有
り
）】

且
博
得　
　
　
　
　
　

且か

つ
博
し
得
た
り

然
脂
人
麗　
　
　
　
　

然ね
ん

脂し

の
人
は
麗う
る
はし
く

爲
作
長
箋　
　
　
　
　

爲た
め

に
長ち
や
う
せ
ん箋を
作
る

【
某
女
士
解
以
現
代
體（
15
）（
某
女
士
、
解
す
る
に
現
代
體
を
以
て
す
）】

　

鳳
凰
臺
上
憶
吹
簫

　
　
　
　

  【
紫
式
部
の
小
さ
な
人
形
に
書
き
付
け
る
。そ
の
著
書
の『
源
氏
物
語
』

は
、
日
本
古
典
の
學
問
の
中
で
最
も
程
度
の
高
い
難
解
な
敎
科
書
で

あ
る
。】

宮
殿
の
漏
刻
は
時
閒
の
經
過
を
示
し
、
敷
き
煉
瓦
に
映
っ
た
日
影
が
移
ろ
い
ゆ

く
。衣
か
ら
よ
い
香
が
し
て
衿
に
は
歌
句
が
書
き
付
け
ら
れ
て
お
り【
衣
の
衿
い
っ

ぱ
い
に
和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
】、
彼
女
の
文
章
は
優
美
で
あ
る
。
羅
敷
の
容
貌

は
花
の
よ
う
に
艶あ

で

や
か
で
、
靑
女
の
貞
操
は
霜
の
よ
う
に
堅
く
、
二
人
と
同
じ
美

し
い
容
貌
と
心
ば
え
は
如
何
と
も
し
が
た
く
世
に
目
立
っ
た
（
後
揭
「
紫
式
部
傳
」

に
見
え
る
式
部
が
「
婉
順
に
し
て
淑
良
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
）。
も
と
も
と

妙
な
る
鳴
き
聲
を
も
つ
迦か

陵り
ょ
う

頻び
ん

伽が

の
鳥
の
優
れ
た
友
と
い
う
べ
き
身
で
あ
り
、

持
鬘
天
に
お
い
て
抱
く
恨
み
の
言
葉
が
悲
し
い
絃
樂
と
な
っ
て
奏
で
ら
れ
る
が
ご

と
き
物
語
を
著
し
た
。「
わ
が
心
は
淸
く
澄
め
る
古
き
井
戸
水
の
ご
と
し
」
と
い

う
古
歌
に
あ
る
と
お
り
、
貞
節
が
堅
い
の
で
風
に
吹
か
れ
て
引
き
寄
せ
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。

〔
源
氏
物
語
は
〕
ま
こ
と
に
愛
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
湖
南
産
の
竹
で
作
っ
た

一
本
の
毛
筆
を
賴
り
に
、
毎
年
、
自
在
に
書
き
進
め
ら
れ
た
。
絳こ

う

芸う
ん

軒け
ん

で
の
夢
の

中
で
木
石
の
姻
緣
を
選
ん
だ
物
語
（『
紅
樓
夢
』）
と
比
べ
る
と
、
春
秋
時
代
に
滕

と
薛
が
長
を
爭
っ
た
ご
と
く
、ど
ち
ら
の
作
品
が
優
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
【『
源

氏
物
語
』
は
、情
節
が
『
石
頭
記
（
紅
樓
夢
）』
に
似
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
】。

こ
の
物
語
は
三
代
の
實
錄
に
基
づ
い
て
お
り
、
唐
の
白
居
易
の
作
品
が
新
羅
の
商

人
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
よ
う
に
、人
々
は
爭
っ
て
買
い
求
め
て
い
る
【
こ
の
物
語
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
み
な
翻
譯
本
が
あ
る
】。
ま
た
麗
し
い
女
性
が
燈
を
か
か
げ
、

こ
の
物
語
の
長
い
注
釋
を
著
す
【
某
女
士
が
こ
の
物
語
の
現
代
語
譯
を
行
っ
た
】

ほ
ど
に
人
氣
を
博
し
て
い
る
。

　

附
紫
式
部
傳
【『
大
日
本
史
』〔
卷
二
二
四
〕
本
朝
烈
女
傳
を
譯
す
】

紫
式
部
な
る
者
は
、
式
部
丞
の
藤
原
爲
時
の
女む

す
めな
り
。
右う

衞ゑ

門も
ん
の

權ご
ん
の
す
け佐
の
藤
原
宣の
ぶ

孝た
か

に
嫁
ぐ
。
式
部
、
資
性
敏
慧
な
り
。
幼
時
、
人
の
讀
書
す
る
を
聞
け
ば
、
輒す
な
はち

能
く
暗
記
す
。
爲
時
甚
だ
之
を
愛
す
。
常
に
之
を
撫
し
て
曰
は
く
、「
恨
む
ら
く

は
汝
の
男
子
爲た

ら
ざ
る
を
」
と
。
長
じ
て
和
歌
を
能
く
し
、
博
く
和
漢
の
舊
籍
に

渉
り
、
抒
ね
て
朝
廷
の
典
故
に
通
ず
。
時
に
上
東
門
院
【
名
は
藤
原
彰
子
。
一
條

天
皇
の
中
宮
に
し
て
、
藤
原
道
長
の
女
（『
大
日
本
史
』
に
は
こ
の
注
な
し
）】、

方ま
さ

に
詞
學
を
好
み
、
婦
人
の
才
學
有
る
者
を
擇
び
、
引
き
て
左
右
に
置
か
ん
と
す
。

式
部
も
亦
た
寡
居
を
以
て
之
に
仕
ふ
（『
大
日
本
史
』
は
「
式
部
も
亦
た
時
に
焉こ
れ



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

七
八

に
候
す
」
に
作
る
）。
上
東
門
院
、『
白
氏
文
集
』
を
讀
ま
ん
と
欲
し
、
式
部
授
く

る
に
「
樂
府
」
三
卷（
16
）

を
以
て
す
。
上
東
門
院
の
父
の
道
長
、
其
の
才
色
を
悅
び

て
之
を
私
せ
ん
と
欲
す
。
式
部
拒
み
て
從
は
ず
。『
源
氏
物
語
』五
十
四
帖
を
著
す
。

醍
醐
・
朱
雀
・
村
上
三
朝
の
實
錄
（『
大
日
本
史
』
は
「
事
蹟
」）
に
假
托
し
、
空

に
架
し
虛
に
憑よ

り
、
結
搆
は
精
妙
に
し
て
、
古
今
に
度
越
す
。
後
人
、
箋
注
を
下

し
疑
難
を
釋
き
、
一
代
詞
家
の
宗
と
爲
す
。
一
條
帝
讀
み
て
大
い
に
之
を
賞
し
て

曰
は
く
、「
是
れ
善
く
日
本
紀
を
諳
熟
す
る
者
な
り
」
と
。
人
之こ

れ

を
呼
び
て
「
日

本
紀
の
局
」
と
曰
ふ
。
人
（『
大
日
本
史
』
は
「
人
と
爲
り
」）、婉
順
に
し
て
淑
良
、

己
の
長
ず
る
所
を
矜
ら
ず
。
其
の
謹
愼
持
重
の
大
略
は
、著
す
所
の
日
記
に
詳
し
。

女
有
り
、
大だ

い
に
の
さ
ん
み
の
べ
ん

貳
三
位
辨
の
局
と
曰
ふ
。

（
1
）
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
十
月
一
日
の
借
地
借
家
調
停
法
に
基
づ
く
借
地
借
家

調
停
か
ら
始
ま
る
。

（
2
）
東
方
文
化
學
院
が
昭
和
五
年
に
影
印
し
た
現
存
卷
六
十
三
か
ら
七
十
の
宋
版
單
疏

本
の
『
禮
記
正
義
』、同
じ
く
昭
和
六
・
八
年
に
影
印
し
た
影
鈔
正
宗
寺
本
『
春
秋
正
義
』

三
十
六
卷
を
指
す
。
な
お
後
に
前
者
は
『
四
部
叢
刊
』
三
編
に
、
後
者
は
續
編
に
再
覆

製
さ
れ
た
。

（
3
）
明
の
嘉
靖
十
三
年
（
一
五
三
四
）
に
長
洲
（
江
蘇
州
蘇
州
市
）
の
黃
省
曾
が
刊
刻

し
た
北
魏
の
酈
道
元
『
水
經
注
』
四
十
卷
。
黄
省
曾
刻
本
『
水
經
注
』
の
書
影
は
『
明

代
版
刻
圖
釋
』（
學
苑
出
版
社
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）
第
一
册
頁
二
四
四
に
見
え
、

本
文
首
行
の
書
名
を
「
水
經
」
と
題
す
る
。
倉
田
淳
之
助
・
近
藤
光
男
編
『
君
山
先
生

藏
書
目
錄
』（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、昭
和
二
十
八
年
三
月
）頁
二
九
上
段
に「
水

經
四
十
卷　

後
魏
酈
道
元
注　

嘉
靖
十
三
年
呉
郡
黃
省
曾
刊
本　

一
二
〔
册
〕」
と
著

錄
さ
れ
る
一
本
が
董
康
の
こ
の
贈
呈
本
と
思
わ
れ
る
。
倉
田
氏
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
こ

の
目
錄
の
著
錄
本
は
該
目
錄
出
版
の
前
年
の
秋
に
京
都
大
學
文
學
部
に
寄
託
さ
れ
た
と

い
う
（
た
だ
し
本
版
に
捺
さ
れ
た
京
都
大
學
の
受
け
入
れ
印
に
は
「
昭
和29.3.27

」

と
あ
る
）。
そ
の
後
『
京
都
大
學
文
學
部
漢
籍
分
類
目
錄　

第
一
』（
京
都
大
學
文
學
部
、

昭
和
三
十
四
年
三
月
）
は
、「
明
吳
琯
校
」
と
校
者
名
を
補
い
、
册
數
を
「
四
一
」
に

訂
正
し
て
い
る
。
現
所
藏
機
關
の
京
都
大
學
文
學
研
究
科
圖
書
館
の
御
許
可
を
得
て
實

査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
卷
一
・
二
の
各
首
葉
第
四
行
に
「
明　

吳　

琯
校
」、
卷
三
以
下

は
「
明　

吳
中
珩
校
」
と
あ
っ
た
。
ま
た
「
嘉
靖
甲
午
（
十
三
年
）
三
月
吳
郡
黃
省
曾
撰
」

の
「
刻
水
經
序
」
の
前
に
「
萬
曆
乙
酉
（
十
三
年
、一
五
八
五
）
端
陽
月
琅
瑘
王
世
懋
撰
」

の
「
重
刻
水
經
序
」
を
附
し
、黃
本
が
「
校
讎
不
精
」
で
あ
っ
た
の
で
、こ
の
書
を
「
絶

愛
」し
た
吳
琯
が
重
刻
を
志
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
版
は
、「
吳
琯
・

吳
中
珩
校
」、「
萬
曆
十
三
年
序
刊
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
本
版
は
和
紙
の
襯
紙
や
護
葉

を
加
え
て
補
修
し
、
毎
卷
一
册
に
裝
訂
さ
れ
、
毎
册
首
葉
に
朱
文
雙
邊
「
堀
氏
／
文
庫
」

の
舊
藏
印
を
見
る
。
こ
れ
は
幕
末
、
信
濃
須
坂
藩
主
の
堀
直な
お

格た
だ

の
藏
書
印
で
あ
る
。
和

紙
を
用
い
て
補
修
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
こ
の
本
が
唐
船
で
將
來
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
れ
ゆ
え
董
康
が
日
本
で
本
版
を
入
手
し
た
と
見
な
し
て
よ
か
ろ

う
。
た
だ
し
本
版
に
は
董
康
の
舊
藏
や
贈
呈
を
示
す
徵
證
を
見
な
い
。

（
4
）『
東
京
夢
華
錄
』
は
、南
宋
の
孟
元
老
が
著
し
た
北
宋
の
都
の

京
（
河
南
省
開
封
市
）

に
關
す
る
記
錄
。
皇
城
の
樣
子
や
都
會
の
風
俗
、年
中
行
事
な
ど
が
活
寫
さ
れ
て
い
る
。

入
矢
義
高
・
梅
原
郁
兩
氏
の
譯
注
が
「
東
洋
文
庫
」
五
九
八
（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年

三
月
）
に
あ
る
。

（
5
）「
鳳
凰
臺
上
憶
吹
簫
」は
詞
牌
名
。
本
作
は
前
後
二
段
、す
べ
て
九
十
一
字
か
ら
な
る
。

と
こ
ろ
が
「
鳳
凰
臺
上
憶
吹
簫
」
の
詞
調
に
九
十
一
字
體
は
な
く
、
後
段
「
堪
憐
」
の

下
に
四
字
あ
れ
ば
九
十
五
字
體
の
「
鳳
凰
臺
上
憶
吹
簫
」
と
し
て
整
う
。

（
6
）「
羅
敷
」
は
、
後
漢
の
民
歌
「
陌
上
桑
」（『
樂
府
詩
集
』
卷
二
八
）
に
歌
わ
れ
た
秦

氏
の
美
女
。
こ
こ
で
は
紫
式
部
の
美
し
い
容
貌
を
い
う
。

（
7
）「
靑
女
」
は
、
霜
雪
を
司
る
女
性
神
。『
淮
南
子
』
天
文
訓
に
「
靑
女
乃
ち
出
で
、
以

て
霜
雪
を
降
ら
す
」
と
あ
り
、
後
漢
の
高
誘
の
注
に
「
靑
女
は
、
天
神
、
靑
霄
玉
女
に

し
て
、
霜
雪
を
主

つ
か
さ
どる
」
と
あ
る
。
紫
式
部
の
節
操
が
淸
く
堅
い
こ
と
を
喩
え
る
。

（
8
）「
鬘
天
」
は
、
佛
敎
に
說
く
神
、
三
十
三
天
の
一
つ
で
欲
界
十
天
の
ひ
と
つ
の
持
華

鬘
天
（
持
鬘
天
）
を
い
う
（『
法
苑
珠
林
』
卷
五
「
三
界
篇
」
諸
天
部
辨
位
）。

（
9
）
唐
の
孟
郊
「
列
女
操
」（
明
の
高

『
唐
詩
品
彙
』
卷
二
〇
、
淸
の
孫
洙
『
唐
詩

三
百
首
』
卷
一
）
に
「
波
瀾
誓
不
起
、
妾
心
古
井
水
（
波
瀾
誓
ひ
て
起
こ
さ
ず
、
妾
が

心
は
古
井
の
水
）」
と
あ
り
、
貞
節
の
堅
さ
を
い
う
（
な
お
宋
版
『
孟
東
野
詩
集
』
卷

一
の
下
句
は
「
妾
心
井
中
水
」
に
作
る
）。
こ
こ
で
は
紫
式
部
が
藤
原
道
長
の
戀
慕
を

拒
ん
だ
こ
と
（
下
文
引
用
の
『
大
日
本
史
』
の
「
紫
式
部
傳
」
に
見
え
る
）
を
意
味
す
る
。

（
10
）「
絳
芸
選
夢
」
は
、
淸
の
小
説
『
紅
樓
夢
』
第
三
十
六
回
（
回
目
に
「
繡
鴛
鴦
夢
兆

絳
芸
」
と
あ
る
）
に
、主
人
公
の
賈
寶
玉
が
絳
芸
軒
で
見
た
夢
の
中
で
、「
金
玉
姻
緣
（
薛

寶
釵
と
の
結
び
つ
き
）」よ
り
も
何
と
言
っ
て
も「
木
石
姻
緣（
林
黛
玉
と
の
結
び
つ
き
）」

が
よ
い
と
叫
ぶ
く
だ
り
が
あ
る
の
に
基
づ
い
た
句
。
賈
寶
玉
と
薛
寶
釵
・
林
黛
玉
ふ
た

り
の
女
性
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
情
節
が『
紅
樓
夢
』の
主
要
な
内
容
と
な
っ

て
い
る
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

七
九

（
11
）
二
者
の
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
を
い
う
。『
春
秋
左
氏
傳
』
隱
公
十
一
年
の
「
滕
侯
・

薛
侯
來
朝
し
（
魯
の
隱
公
に
お
目
通
り
す
る
）、長
を
爭
ふ
（
禮
を
行
う
先
後
を
爭
う
）」

に
基
づ
く
。

（
12
）
下
文
に
引
く
『
大
日
本
史
』
紫
式
部
傳
に
「『
源
氏
物
語
』
五
十
四
帖
を
著
す
。
醍
醐
・

朱
雀
・
村
上
三
朝
の
實
錄
に
假
托
し
、
空
に
架
し
虛
に
憑
り
、
結
搆
は
精
妙
に
し
て
、

古
今
に
度
越
す
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

（
13
）「
雞
林
」
は
新
羅
。
唐
の
元
稹
「
白
氏
長
慶
集
序
」（『
元
氏
長
慶
集
』
卷
五
一
）
が
「
雞

林
の
賈こ

人じ
ん

（
商
人
）
市か

は
ん
こ
と
を
求
む
る
こ
と
頗
る
切
な
り
。
自
ら
云
ふ
本
國
の
宰

相
、
每
に
百
金
を
以
て
一
篇
に
換
ふ
」
と
述
べ
、
白
居
易
の
作
品
が
他
國
に
ま
で
熱
く

愛
好
さ
れ
て
い
る
逸
話
を
記
す
の
に
基
づ
き
、『
源
氏
物
語
』
が
人
氣
を
博
し
て
爭
う

よ
う
に
買
い
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

（
14
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
譯
本
は
、
末
松
謙
澄
に
よ
る
一
八
八
二

年
の
英
譯
版
が
最
初
と
さ
れ
る
が
、
一
九
二
五
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た

英
國
の
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
翻
譯
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

（
15
）「
某
女
士
」
は
與
謝
野
晶
子
を
指
す
。
與
謝
野
晶
子
に
よ
る
現
代
語
譯
は
、『
新
譯

源
氏
物
語
』
と
し
て
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に

金
尾
文
淵
堂
よ
り
出
版
さ
れ
た
の
を
最
初
と
す
る
。

（
16
）「
三
卷
」、『
大
日
本
史
』
は
「
二
卷
」
と
す
る
。「
樂
府
」
は
、『
白
氏
文
集
』
卷
三

と
卷
四
の
「
新
樂
府
」
を
指
す
の
で
、『
大
日
本
史
』
が
「
二
卷
」
に
作
る
の
が
正
し
い
。

十
六
日

夜
明
け
と
と
も
に
起
床
。
雪
が
降
り
し
き
る
。
荷
物
を
點
檢
。
七
時
、〔
劉
〕

錫
堂
に
小
林
の
次
男
と
神
戸
港
の
上
海
丸
ま
で
見
送
ら
せ
る
。
東
京
で
村
上
〔
貞

吉
〕
と
約
束
し
、
い
っ
し
ょ
の
船
で
上
海
に
行
く
こ
と
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
八

時
、
小
林
が
來
て
長
男
お
よ
び
〔
楊
〕
鼎
甫
と
私
が
船
に
乘
る
の
を
見
送
っ
て
く

れ
る
。
鼎
甫
は
二
日
後
の
船
を
待
っ
て
、
天
津
に
直
行
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
錫

堂
は
こ
こ
に
留
ま
っ
て
製
版
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
し
た
。
京
都
驛
に
着
く
と
、

狩
野
〔
直
喜
〕・
倉
石
〔
武
四
郞
〕・
吉
川
〔
幸
次
郞
〕
が
相
次
い
で
見
送
り
に
來
る
。

握
手
し
て
別
れ
乘
車
。
一
時
閒
半
で
神
戶
に
到
着
。
乘
船
す
る
こ
ろ
に
村
上
君
と

相
會
す
る
。
十
一
時
、
出
航
。
小
林
な
ど
の
人
逹
は
、
埠
頭
で
雪
降
る
中
に
立
っ

て
ハ
ン
カ
チ
を
振
り
お
別
れ
を
し
て
く
れ
る
。
私
も
遙
か
に
こ
れ
に
應
え
、
思
わ

ず
淚
が
は
ら
は
ら
と
こ
ぼ
れ
る
。
こ
う
し
た
思
い
は
、
當
地
に
お
い
て
味
わ
う
の

が
こ
れ
ま
で
で
最
も
胸
に
し
み
る
。
人
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
の
を
見
屆
け
、
よ

う
や
く
船
室
に
入
っ
た
。
私
の
部
屋
は
一
一
三
號
室
で
、
村
上
君
は
一
一
五
號
の

隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
楊
〔
无
恙
〕
と
孫
〔
逸
齋
〕
は
一
二
二
號
。
夜
の
十
二

時
に
門
司
を
過
ぎ
、
栗
島
に
出
て
か
ら
風
波
が
荒
く
な
る
。
室
内
の
ス
チ
ー
ム
暖

房
が
效
き
過
ぎ
て
寢
付
か
れ
な
い
。
七
言
律
詩
を
一
首
作
り
、
小
林
に
送
る
。

　

小
林
忠
治
送
余
登
舟
別
去
入
夜
追
憶
舊
游
不
能
成
寐
撚
燈
吮
墨
作
此
寄
之

　
　
　

  

小
林
忠
治
、
余
の
舟
に
登の

り
別
れ
去
る
を
送
る
。
夜
に
入
り
て
舊
游
を

追
憶
し
、
寐ね
む

り
を
成
す
能
は
ず
、
燈
を
撚か
か

げ
墨
を
吮な

め
此こ
れ

を
作
り
て
之こ
れ

に
寄
す

雞
林
聲
價
舊
傳
揚　
　

雞
林
の
聲
價
舊も

と
傳
揚
し

縞
紵（

1
）論
交
軼
范
張（

2
）　

　

縞か
う
ち
よ紵
交
は
り
を
論
ず
れ
ば
范
張
を
軼す

ぐ

　
　

  【
丙
寅
避
囂
東
航
、
易
名
沈
玉
聲
（
丙
寅
、
囂が
う

を
避
け
東
航
す
る
に
、
名
を

沈し
ん

玉
ぎ
よ
く

聲せ
い

と
易か

ふ
）。】

忝
拜
母
堂
承
慰
問　
　

忝
か
た
じ
け
な

く
も
母
堂
に
拜
し
て
慰
問
を
承
け

　
　

  【
太
孺
八
旬
晉
六
尙
康
健
（
太
孺
八
旬
晉
六
な
る
も
尙
ほ
康
健
な
り
）。】

能
於
藝
術
見
文
章　
　

能
く
藝
術
に
於
い
て
文
章
を
見あ

ら
はす

　
　

  【
君
製
版
爲
東
西
二
京
之
冠
。
今
流
傳
尙
書
・
禮
記
・
春
秋
正
義
、
其
他
宋
槧
、

皆
所
攝
印
也（

3
）（
君
の
製
版
は
東
西
二
京
の
冠
爲た

り
。
今
流
傳
す
る
尙
書
・
禮

記
・
春
秋
の
正
義
、
其
の
他
の
宋
槧
は
、
皆
攝
印
す
る
所
な
り
）。】

東
坡
買
宅
誠
虛
幻（

4
）　

　

東
坡
宅
を
買
ふ
は
誠
に
虛
幻

　
　

  【
余
昔
年
結
廬
東
山
、
歸
航
棄
去
（
余
昔
年
、
廬
を
東
山
に
結
ぶ
も
、
歸
航
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〇

に
棄
て
去
る
）。】

徐
福
求
仙（

5
）太
渺
茫　
　

徐
福
仙
を
求
む
る
こ
と
太は
な
はだ
渺
茫
た
り

風
雪
津
亭
勞
遠
送　
　

風
雪
津
亭　

遠
送
を
勞
し

那
堪
身
世
屢
滄
桑（

6
）　

　

那
ぞ
堪た

へ
ん
身
世
屢し
ば

し
ば
滄
桑
た
る
に

　
　

  【
十
年
中
、
在
此
處
握
別
、
已
三
度
矣
（
十
年
中
、
此
の
處
に
在
り
て
握
別

す
る
こ
と
、
已
に
三
度
な
り
）。】

　

  

小
林
忠
治
〔
郞
〕
が
、
私
が
乘
船
し
て
別
れ
行
く
の
を
見
送
っ
て
く
れ
た
。

夜
に
な
っ
て
過
ぎ
去
っ
た
交
遊
を
思
い
出
し
て
寢
ら
れ
ず
、
燈
り
を
と
も
し

て
毛
筆
を
な
め
て
こ
の
詩
を
作
り
、
彼
に
郵
送
す
る
。

む
か
し
新
羅
で
評
判
が
高
か
っ
た
白
居
易
の
作
品
と
同
樣
に
あ
な
た
の
寫
眞
製

版
の
優
秀
さ
は
傳
え
廣
ま
っ
て
お
り
、
あ
な
た
と
私
と
の
友
情
は
范
式
と
張
劭
を

越
え
る
ほ
ど
厚
い
【
丙
寅
の
年
（
一
九
二
六
年
）、
騷
ぎ
を
避
け
て
日
本
に
渡
航

し
た
と
き
、
沈
玉
聲
と
い
う
名
前
に
變
え
た
】。
忝
な
く
も
御
母
堂
に
挨
拶
し
て

勞
り
の
御
言
葉
を
も
ら
い
【
御
母
堂
は
八
十
六
歲
で
な
お
も
健
康
で
あ
る
】、
あ

な
た
は
技
術
の
方
面
で
才
知
を
表
し
て
い
る
【
あ
な
た
の
寫
眞
製
版
は
東
西
兩
京

で
一
番
で
あ
る
。
現
在
流
傳
す
る
『
尙
書
』『
禮
記
』『
春
秋
』
の
各
『
正
義
』
お

よ
び
そ
の
他
の
宋
版
は
、
す
べ
て
あ
な
た
が
寫
眞
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
】。
蘇

東
坡
が
莊
宅
を
買
っ
た
も
の
の
生
前
に
住
め
ず
、
ま
さ
に
空
し
い
幻
と
な
っ
た
ご

と
く
、
私
の
東
山
の
寓
居
も
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
り
【
私
は
昔
、
東
山
に
居

宅
を
構
え
た
が
、
歸
國
の
途
に
就
く
と
き
に
手
放
し
た
】、
徐
福
が
仙
藥
を
求
め

て
日
本
に
渡
來
し
て
も
廣
々
と
し
て
あ
て
ど
も
な
か
っ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
の
跡

を
探
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
雪
が
舞
う
中
、
港
に
ま
で
遠
く
見
送
り
に
來
て

下
さ
っ
た
の
は
、
激
し
い
世
相
の
移
り
變
わ
り
に
幾
た
び
も
苦
し
め
ら
れ
る
我
が

身
に
と
り
、堪
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
【
こ
の
十
年
の
う
ち
、

こ
こ
で
握
手
し
て
お
別
れ
す
る
の
が
す
で
に
三
度
に
な
っ
た
】。

（
1
）「
縞
紵
」
は
厚
い
友
情
。
春
秋
時
代
、
呉
王
の
季
札
が
鄭
の
大
臣
の
子
產
と
會
っ
た

と
き
に
昔
な
じ
み
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
縞
帶
（
白
色
の
生
絹
の
帶
）
を
贈
る
と
、
子
產

は
紵
衣
（
麻
の
衣
）
を
獻
上
し
た
と
い
う
故
事
（『
春
秋
左
氏
傳
』
襄
公
二
十
九
年
）

に
因
む
。

（
2
）「
范
張
」
は
堅
い
友
情
で
結
ば
れ
た
後
漢
の
范
式
（
字
巨
卿
）
と
張
劭
（
字
元
伯
）。

約
束
し
た
再
會
の
日
に
范
式
が
鷄
を
つ
ぶ
し
黍
を
炊
い
て
待
っ
て
い
る
と
、
張
劭
は
期

日
を
違
え
ず
訪
れ
た
（『
文
選
』
卷
二
六
「
贈
張
徐
州
謖
」
詩
の
李
善
注
に
引
く
謝
承
『
後

漢
書
』）。
ま
た
後
に
張
劭
が
自
ら
の
訃
報
を
夢
見
で
知
ら
せ
た
の
を
受
け
、
范
式
は
葬

送
に
驅
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
（『
後
漢
書
』
范
式
傳
）。『
蒙
求
』
に
「
范
張
鷄
黍
」

の
標
題
が
あ
る
。

（
3
）
小
林
忠
治
郞
が
コ
ロ
タ
イ
プ
影
印
を
請
け
負
っ
た
『
尙
書
正
義
』
二
十
卷
は
昭
和
三
・

四
年
（
一
九
二
八
・
九
）
に
大

毎
日
新
聞
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
『
禮
記
正
義
』

と
『
春
秋
正
義
』
は
前
日
の
注
（
2
）
參
照
。

（
4
）
北
宋
の
蘇
軾
（
號
東
坡
）
は
、
老
後
の
生
活
の
場
と
す
べ
く
常
州
（
江
蘇
省
）
に

居
宅
と
莊
園
を
購
入
し
た
が
、
海
南
島
に
ま
で
左
遷
さ
れ
、
歸
還
途
中
に
死
去
し
、
こ

の
莊
宅
に
住
む
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
。

（
5
）「
徐
福
（
徐
市
）」
は
秦
代
の
方
士
。
秦
の
始
皇
帝
は
彼
を
遣
わ
し
海
中
の
三
神
山

に
仙
人
や
不
老
不
死
の
神
藥
を
求
め
さ
せ
た
が
、
莫
大
な
費
用
を
無
駄
に
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
（『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
）。
三
神
山
の
う
ち
の
瀛
州
が
日
本
と
さ
れ
る
。

（
6
）「
滄
桑
」
は
世
事
の
激
變
を
い
う
。「
滄
海
桑
田
」
の
故
事
に
基
づ
く
。
本
書
卷
四
・

四
月
三
十
日
の
注
參
照
。

十
七
日

晴
れ
。
朝
食
後
、
小
林
に
手
紙
を
書
く
。
九
時
、
長
崎
に
到
着
。
村
上
君
が
上

陸
し
て
散
歩
し
よ
う
と
誘
う
。
私
も
つ
い
で
に
京
都
に
手
紙
を
出
し
、
ま
た
上
海

に
迎
え
の
電
報
を
打
つ
こ
と
に
す
る
。
楊
・
孫
二
君
も
同
行
し
、
市
内
に
行
く
。

村
上
の
誘
い
で
、控
訴
院
に
行
き
彼
の
友
人
を
訪
ね
る
。
續
い
て
諏
訪
山
に
登
る
。

上
に
は
神
社
が
あ
り
、
百
七
十
餘
段
の
石
段
を
上
が
る
。
楊
无
恙
は
脚
力
が
弱
い
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の
で
、
山
腹
の
二
銅
柱
（
靑
銅
の
大
鳥
居
）
で
待
つ
。
午
砲
を
ふ
と
耳
に
し
た
の

で
、
船
に
戾
ろ
う
と
村
上
に
促
し
た
。
彼
は
「
五
時
の
出
航
だ
か
ら
、
心
ゆ
く
ま

で
見
物
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
。
確
か
彼
は
上
海
か
ら
渡
航
し
た
の
で
、
出

航
は
午
後
五
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
歸
り
の
航
路
で
は
一
時
に
な
っ
て
お
り
、
往

復
で
時
閒
が
異
な
る
こ
と
を
彼
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
午
後
一
時
四
十
分
に
埠

頭
に
着
く
と
船
は
出
て
し
ま
っ
て
お
り
、
一
同
驚
く
。
當
社
の
係
員
が
や
っ
て
來

て
、「
船
長
は
一
時
半
ま
で
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
す
で
に
定
刻
を
過
ぎ
て
も
、

皆
さ
ん
の
歸
っ
て
く
る
氣
配
が
な
く
、
電
話
で
訊
ね
る
こ
と
も
で
き
ず
、
船
客
か

ら
は
出
港
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
や
む
を
得
ず
各
室
の
荷
物
を
こ
ち
ら
に
置
き
、
上

海
行
き
乘
船
劵
を
變
更
し
ま
し
た
。
少
し
落
ち
着
い
て
下
さ
い
、
焦
る
こ
と
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。」
と
い
う
。
荷
物
を
點
檢
す
る
と
閒
違
い
は
な
か
っ
た
が
、
船
倉

内
に
預
け
た
書
籍
の
柳
行
李
十
函
だ
け
が
こ
ち
ら
に
な
か
っ
た
。
係
員
に
付
き
從

い
〔
日
本
〕
郵
船
會
社
の
事
務
所
に
行
き
、
上
海
丸
に
無
線
を
打
ち
、
船
が
上
海

に
到
着
し
た
と
き
に
は
、
責
任
を
も
っ
て
荷
物
の
箱
を
保
管
し
て
も
ら
う
よ
う
賴

ん
だ
。そ
れ
か
ら
直
ぐ
に
海
岸
の
小
高
い
山
の
上
に
あ
る
平
野
屋
に
宿
を
と
っ
た
。

こ
の
旅
館
は
海
を
前
に
し
て
山
に
面
し
、
閑
靜
な
立
地
で
、
客
室
の
設
備
が
行
き

屆
い
て
い
た
。
三
人
か
五
人
ほ
ど
い
る
女
中
は
、器
量
よ
し
で
人
當
た
り
が
よ
い
。

こ
れ
ま
で
旅
行
し
た
中
で
第
一
番
に
氣
に
入
っ
た
旅
館
で
あ
る
。
无
恙
は
大
い
に

喜
び
、短
い
詩
を
作
っ
て
本
日
の
こ
と
を
書
き
記
し
、私
も
こ
れ
に
續
く
詩
を
作
っ

た
。
長
崎
は
日
本
旅
行
に
お
い
て
一
番
目
の
旅
先
に
當
た
る
。
風
景
は
美
し
く
、

秦
代
の
人
が
「
海
上
の
仙
山
」
と
言
っ
た
の
は
こ
こ
で
あ
る
。
私
は
渡
航
す
る
こ

と
二
十
數
回
に
な
る
が
、
こ
の
港
だ
け
は
遊
覽
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
思
い
も

寄
ら
な
い
閒
違
い
を
し
で
か
し
、
山
の
神
靈
が
山
遊
び
の
緣
を
果
た
す
よ
う
に
命

じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
當
地
の
領
事
の
張
羽
生
と
は
東
京
に
お
い
て
一
面
識
が

あ
る
の
で
、
彼
に
電
話
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
張
君
が
日
本
人
の
書
記
官
の
井
手
と

と
も
に
や
っ
て
來
た
。
乘
船
し
損
な
っ
た
顚
末
を
話
し
、
上
海
の
自
宅
に
電
報
を

打
っ
て
、
し
ば
ら
く
歸
國
が
延
び
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
も
ら
う
よ
う
賴
ん
だ
。
六

時
ご
ろ
張
羽
生
が
カ
ル
ル
ス
の
皆
花
園
で
の
宴
會
に
招
い
て
く
れ
た
。
園
に
は
某

大
物
が
い
る
。
敷
地
が
す
べ
て
花
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
扁
額
は
こ
れ
に
因
ん
で
名

前
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
往
時
、
北
京
の
陸
文
貞
公
が
江
蘇
會
館（

1
）の
扁

額
の
名
を
書
く
の
に
、
庾
蘭
成
（
庾
信
）
の
「
江
南
春
賦
」
の
末
句
「
無
江
南
兮

江
北
（
江
南
江
北
無
し
）（

2

」）に
據
っ
て
「
竝へ
い
し
ゅ
ん
だ
う

春
堂
」
と
し
た
故
事
を
受
け
繼
い
で

い
る
。
旅
館
に
歸
る
と
す
で
に
十
時
で
あ
っ
た
。

　

  

因
登
諏
訪
山
誤
舟
投
宿
平
野
屋

　
　
　

諏
訪
山
に
登
る
に
因
り
て
舟
を
誤
ま
り
平
野
屋
に
投
宿
す

　
〔
其
一
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
一
〕

不
隔
神
州
路
幾
千　
　

神
州　

路
幾
千
を
隔
た
ら
ず

採
風
問
俗（

3
）且
留
連　
　

風
を
採
り
俗
を
問
ふ
て
且し
ば
らく
留
連
す

無
端
觸
起
迷
津
感　
　

端は
し

無
く
も
津
に
迷
ふ
の
感
を
觸
れ
起
こ
す
は

爲
缺
名
山
笠
屐
緣（

4
）　

　

名
山
笠り
ふ
げ
き屐
の
緣
を
缺か

く
る
が
爲
な
り

　

諏
訪
山
に
登
っ
た
が
た
め
に
乘
船
し
損
な
っ
て
平
野
屋
に
宿
泊
す
る

　
〔
其
の
一
〕

中
國
か
ら
の
道
の
り
は
幾
千
里
も
な
い
。
こ
の
長
崎
の
風
俗
を
尋
ね
る
べ
く
少

し
の
あ
い
だ
居
續
け
る
。
思
い
が
け
ず
渡
し
場
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
氣
が
し
て

乘
船
し
損
な
っ
た
。
名
山
に
遊
ぶ
緣
が
結
ば
れ
て
い
て
も
行
か
ず
に
い
た
の
で
、
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八
二

山
の
神
が
そ
の
罪
を
償
わ
す
た
め
に
登
山
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
〔
其
二
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
二
〕

仙
蹤
採
藥（

5
）渺
難
尋　
　

仙
蹤
藥
を
採
る
こ
と
渺べ
う

と
し
て
尋
ね
難
し

勝
負
楸
枰（

6
）閱
昔
今　
　

勝
負
の
楸し
う
へ
い枰　

昔
今
を
閱
す

擊
楫
中
流（

7
）誰
健
者　
　

楫か
い

を
中
流
に
擊
す
誰
か
健
な
る
者

頓
敎
祖
逖
輟
雄
心（

8
）　

　

頓に
は
かに
祖そ

逖て
き

を
し
て
雄
心
を
輟や

め
し
む

　
　
〔
其
の
二
〕

仙
人
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
神
藥
を
採
ろ
う
に
も
當
て
ど
こ
ろ
は
遙
か
で
探
し
が

た
く
、
碁
盤
の
遊
び
に
等
し
い
勝
負
ご
と
が
古
今
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
を
つ
く
づ

く
知
っ
た
。
長
江
を
渡
る
半
ば
で
船
の
楫
を
叩
い
て
中
原
奪
還
を
誓
っ
た
祖
逖
に

匹
敵
す
る
強
豪
の
士
は
誰
か
。
し
か
し
突
如
と
し
て
そ
の
者
に
祖
逖
の
よ
う
な

雄
々
し
い
心
を
棄
て
さ
せ
た
。

　
〔
其
三
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
三
〕

新
詞
慣
唱
采
春
劉（

9
）　

　

新
詞
唱
ひ
慣
る
采
春
劉

幾
度
江
干
誤
去
舟　
　

幾
度
の
江
干　

去
舟
を
誤
る

昨
夜
燈
檠
空
結
蕊（
10
）　

　

昨
夜　

燈と
う
け
い檠　

空
し
く
蕊ず
い

を
結
ぶ

又
勞
鏡
聽（
11
）祝
刀
頭（
12
）　

　

又
鏡
聽
を
勞
し
て
刀
頭
を
祝
る

　
　
〔
其
の
三
〕

劉
采
春
は
夫
の
歸
り
を
望
む
新
作
の
歌
詞
を
馴
れ
歌
う
ほ
ど
待
ち
わ
び
、
夫
が

乘
っ
て
い
な
い
船
を
歸
り
船
だ
と
何
度
も
波
止
場
で
見
閒
違
っ
た
。
昨
夜
、
燭
臺

の
燈
芯
に
丁
字
が
の
っ
た
吉
兆
は
あ
だ
ご
と
に
な
り
、
ま
た
も
わ
ざ
わ
ざ
鏡
を
抱

き
門
端
で
占
い
を
し
て
無
事
の
歸
還
を
祈
る
。

　

張
羽
生
領
事
招
飮
皆
花
園
卽
席
賦
此
時
羽
生
有
內
遷
消
息　
　

　
　
　

  

張
羽
生
領
事
、
皆
花
園
に
招
飮
し
、
卽
席
に
て
此
を
賦
す
。
時
に
羽
生

に
內
遷
の
消
息
有
り

名
園
樽
酒
暢
高
情　
　

名
園
の
樽
酒　

高
情
を
暢の

ぶ

兩
度
相
逢
歲
律
更　
　

兩
度
の
相
逢　

歲
律
更あ
ら
たま
る

歸
去
神
州
程
萬
里　
　

神
州
に
歸
り
去
る
程
萬
里

車（
13
）佇
傍
使
星（
14
）明　

　
え
う
し
や車
傍か
た
は
らに
佇た
た
ずみ
使
星
明
か
な
り

　

  

張
羽
生
領
事
が
皆
花
園
で
の
宴
會
に
招
待
し
て
く
れ
、
宴
席
に
て
こ
の
詩
を

作
っ
た
。
折
か
ら
羽
生
に
は
國
內
轉
勤
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た

名
庭
園
に
お
け
る
酒
席
で
お
心
盡
く
し
の
接
待
を
受
け
た
。
あ
な
た
と
は
歲
を

改
め
て
二
度
目
の
出
會
い
と
な
っ
た
。
中
國
に
歸
還
す
る
に
は
萬
里
の
行
程
が
あ

る
が
、使
者
で
あ
っ
た
あ
な
た
が
乘
る
車
は
傍
ら
に
控
え
て
使
星
が
輝
い
て
い
る
。

　

  

誤
舟
長
崎
留
宿
平
野
屋
作（
15
）　

　
　

无
恙

　
　
　

舟
を
長
崎
に
誤
り
、
平
野
屋
に
留
宿
す
る
の
作

千
里
毫
釐（
16
）問
渡
難　
　

千
里
毫が
う

釐り　

渡
を
問
ふ
こ
と
難
し

何
須
興
歎
枉
闌
珊　
　

何
ぞ
須も

ち

ひ
ん
興
歎
し
て
枉み
だ

り
に
闌ら
ん
さ
ん珊
た
る
を

海
航
頗
解
行
人
意　
　

海
航
頗
る
行
人
の
意
を
解
く

留
滯
高
樓
飽
看
山　
　

高
樓
に
留
滯
し
飽
く
ま
で
山
を
看
る

　

長
崎
で
船
に
乘
り
損
な
い
平
野
屋
に
宿
っ
て
の
作

大
き
な
閒
違
い
が
初
め
の
僅
か
な
閒
違
い
か
ら
起
こ
っ
て
渡
し
場
を
探
し
問
う

こ
と
（
渡
航
）
が
困
難
に
な
っ
た
。
し
か
し
悲
歎
し
て
無
闇
に
意
氣
消
沈
す
る
こ

と
は
な
い
。
海
の
旅
は
旅
人
の
氣
持
ち
を
と
て
も
癒
し
て
く
れ
る
か
ら
、
こ
の
旅

館
の
高
樓
に
滯
在
し
存
分
に
山
を
見
て
樂
し
も
う
。



立
命
館
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記
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號

八
三

　
  

授
老
示
詩
予
亦
同
夢
襲
其
意
成
廿
八
字（
17
）　

　

　
　
　

授
老
、
詩
を
示
さ
る
。
予
も
亦
同
夢
、
其
の
意
を
襲
ひ
廿
八
字
を
成
す

長
崎
日
月
同
中
夏　
　

長
崎
の
日
月
は
中
夏
に
同
じ

西
少
東
多
暫
爾
違　
　

西
少
東
多　

暫
爾
違
ふ

勸
住
藁
碪
山
外
曲（
18
）　

　

藁か
う
ち
ん碪
山
外
の
曲
を
住と
ど

め
ん
こ
と
を
勸
む

年
頭
歲
尾（
19
）阮
郞（
20
）歸　

　

年
頭
歲
尾　

阮げ
ん
ら
う郎
歸
る

　

  

授
金
（
董
康
）
さ
ん
が
詩
を
示
さ
れ
た
。
私
も
彼
の
親
密
な
友
人
で
あ
り
、

そ
の
詩
意
を
受
け
て
二
十
八
字
詩
（
七
言
絶
句
）
を
作
り
上
げ
た

長
崎
に
出
る
太
陽
と
月
は
中
國
と
同
じ
で
あ
る
。
輝
く
時
閒
は
西
の
中
國
に
少

な
く
東
の
日
本
に
多
い
が
、
そ
れ
と
て
暫
く
の
違
い
で
あ
る
。
夫
の
歸
還
を
願
う

「
藁
碪
山
外
の
曲
」
を
歌
う
の
は
止
め
る
が
よ
い
。
阮げ

ん

肇ち
よ
うと
い
う
べ
き
愛
し
い
夫

は
新
曆
の
年
頭
、
舊
曆
の
歲
末
に
は
歸
っ
て
く
る
か
ら
。

（
1
）「
江
蘇
會
館
」
は
北
京
で
の
科
擧
を
受
驗
す
る
江
蘇
の
者
が
滯
在
し
た
施
設
。『
北

京
會
館
資
料
集
成
』（
學
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、
頁
七
一
二
）
に
よ
る
と
、

創
建
は
淸
代
で
、
宣
武
區
牛
街
街
道
北
半
截
胡
同
一
三
號
に
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年

に
取
り
壞
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、
同
書
「
學
術
專
著
」（
頁
七
六
四
）
に
見
え
る

と
こ
ろ
で
は
、
宣
武
區
粉
房
琉
璃
街
に
も
江
蘇
會
館
が
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
「
陸
文

貞
公
」
は
未
詳
。

（
2
）「
江
南
春
賦
」
は
唐
の
王お
う
け
い棨
の
作
で
、
そ
の
作
品
集
『
麟
角
集
』
や
『
唐
文
粹
』
卷

九
八
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
董
康
が「
庾
蘭
成
」（
蘭
成
は
北
周
の
庾
信
の
幼
少
時
の
字
）

と
す
る
の
は
誤
り
。
な
お
末
句
「
無
江
南
兮
江
北
」
の
上
の
句
に
は
「
今
日

爲
天
下

春
（
今
日

は
せ
て
天
下
の
春
と
爲
り
）」
と
あ
り
、二
句
は
、南
北
朝
の
分
裂
が
終
わ
っ

て
天
下
が
統
一
さ
れ
、
江
南
と
江
北
の
區
別
な
く
天
下
等
し
く
春
「
竝
春
」
と
な
っ
た

こ
と
を
い
う
。

（
3
）「
採
風
問
俗
」
は
、
中
國
古
代
に
風
俗
を
通
し
て
政
治
の
得
失
を
知
る
た
め
、
各
地

を
巡
っ
て
民
歌
を
採
集
す
る
「
採
（
采
）
詩
官
」
が
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
（『
漢
書
』

藝
文
志
な
ど
）
に
基
づ
き
、
董
康
が
長
崎
を
見
て
ま
わ
る
こ
と
を
い
う
。

（
4
）「
名
山
笠
屐
緣
」
は
、
思
い
が
け
な
い
閒
違
い
か
ら
長
崎
に
逗
留
、
觀
光
す
る
こ
と

に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
日
の
記
事
に
「
殆
出
此
意
外
之
錯
誤
、
山
靈
責
令
償
笠

屐
緣
也
（
思
い
も
寄
ら
な
い
閒
違
い
を
し
で
か
し
、
山
の
神
靈
が
山
遊
び
の
緣
を
果
た

す
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
）」
と
述
べ
る
こ
と
を
受
け
た
措
辭
で
あ
る
。

（
5
）「
仙
蹤
採
藥
」
は
、
秦
の
徐
福
が
東
海
の
神
山
に
仙
人
、
仙
藥
を
探
し
求
め
た
故
事

を
用
い
、
董
康
の
日
本
訪
問
を
い
う
。
前
日
の
注
（
5
）
參
照
。

（
6
）「
楸
枰
」
の
「
楸
」
は
落
葉
高
木
の
ヒ
サ
ギ
、
木
質
が
緻
密
で
堅
く
碁
盤
に
適
す
る
。

「
枰
」
は
碁
盤
。

（
7
）「
擊
楫
中
流
」
は
、
東
晉
の
祖
逖
が
北
征
す
る
際
、
長
江
を
渡
る
半
ば
で
楫
を
た
た

い
て
中
原
回
復
を
神
に
誓
っ
た
故
事
。
本
書
卷
二
・
二
月
四
日
の
「
讀
史
有
感
」
其
一

に
「
伊
誰
擊
楫
誓
中
流
（
伊こ

れ
誰
か
楫
を
擊
ち
中
流
に
誓
ふ
）」
と
あ
り
、そ
の
注
參
照
。

（
8
）「
祖
逖
」
は
前
注
參
照
。
こ
の
句
は
國
民
黨
の
第
二
次
北
伐
が
軍
閥
勢
力
を
完
全
に

消
滅
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
一
九
二
八
年
十
二
月
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
暗
に
い
う
の
で
あ

ろ
う
。

（
9
）「
采
春
劉
」
は
唐
の
歌
妓
の
劉
采
春
。
彼
女
は
羅
（
囉
）
嗊
曲
の
「
望
夫
（
夫
の
歸

り
を
待
ち
望
む
）
歌
」
が
得
意
で
、「
囉
嗊
曲
」
其
三
の
後
半
に
「
朝
朝
江
口
望
、
錯

認
幾
人
船
（
朝
朝
江
口
に
望
み
、
錯あ
や
まり
認
む
幾
人
の
船
）」
と
あ
る
（『
雲
溪
友
議
』
卷

下
）。
こ
こ
で
は
董
康
の
歸
航
を
待
つ
妻
を
指
す
。

（
10
）「
蕊
」
は
燈
芯
の
燃
え
殘
り
が
花
蕊
の
よ
う
に
固
ま
る
こ
と
。
吉
兆
と
見
な
さ
れ
た
。

日
本
で
も
「
丁
字
が
立
つ
」
と
し
て
緣
起
を
擔
い
だ
。

（
11
）「
鏡
聽
」
は
鏡
を
抱
い
て
門
端
で
行
う
辻
占
の
一
種
、「
卜
鏡
」
と
も
い
う
。
本
書

卷
一
下
・
一
月
二
十
二
日
の
「
玉

來
函
…
…
」
詩
其
三
に
「
人
鏡
卜
祝
刀
鐶
（
人
の

鏡
も
て
卜
ひ
て
刀
鐶
を
祝い
の

る
有
り
）」
と
あ
り
、
そ
の
注
を
參
照
。

（
12
）「
刀
頭
」は
刀
の
柄つ
か
が
し
ら頭。「
刀
鐶
」に
同
じ
。
環
狀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
歸
還
」の「
還
」

に
通
じ
る
。
前
注
參
照
。

（
13
）「

車
」は
使
者
の
乘
る
車
。
こ
こ
で
は
領
事
の
張
羽
生
が
歸
還
し
て
乘
る
車
を
い
う
。

（
14
）「
使
星
」
は
使
者
。「
使
臣
星
」「
星
使
」
と
も
い
う
。
後
漢
の
和
帝
の
時
、
李

が

お
忍
び
の
二
人
の
使
者
の
訪
れ
を
天
文
の
二
使
星
か
ら
察
知
し
た
故
事
に
因
む
（『
後

漢
書
』
李

傳
）。

（
15
）『
无
恙
後
集
』
續
稿
（
錢
仲
聯
・
祁
薇
谷
編
、
一
九
六
〇
年
序
刊
）
に
は
「
長
崎
誤

舟
留
宿
平
野
屋
」
と
題
し
、「
且
住
看
山
未
必
非
、
望
洋
空
歎
誤
毫
釐
、
健
鵬
怒
翼
須

停
翅
、
目
斷
南
冥
不
得
歸
（
且
く
住
ま
り
山
を
看
る
は
未
だ
必
ず
し
も
非
な
ら
ず
。
望

洋
と
し
て
空
し
く
毫
釐
を
誤
る
を
歎
ず
。
健
鵬
の
怒
翼
も
須
す
べ
か
らく
翅は
ね

を
停
む
べ
し
。
南
冥

〈
南
の
は
て
の
海
〉
を
目
斷
し
て
〈
目
の
と
ど
く
限
り
望
み
〉
歸
る
を
得
ず
）」
と
い
う

別
の
七
言
絶
句
一
首
を
載
せ
る
。

（
16
）「
千
里
毫
釐
」
は
、『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
毫
釐
之
失
、差
以
千
里
（
毫
釐
の
失
、



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

八
四

差た
が

ふ
に
千
里
を
以
て
す
）」
と
あ
る
の
に
基
づ
き
、
大
き
な
過
失
（
こ
こ
で
は
董
康
一

行
が
乘
船
し
損
な
っ
た
こ
と
）
は
初
め
の
小
さ
な
過
失
（
長
崎
市
内
に
出
て
諏
訪
山
を

見
物
し
た
こ
と
）
が
招
く
こ
と
を
い
う

（
17
）『
无
恙
後
集
』
續
稿
で
は
題
を
「
誤
舟
長
崎
授
老
有
憶
內
之
作
戲
和
廿
八
字
（
舟
を

長
崎
に
誤
り
、
授
老
、
内
〈
妻
〉
を
憶
ふ
作
有
り
、
戲
れ
に
和
す
廿
八
字
）」、
本
文
を

「
崎
陽
日
月
同
中
夏
、
弱
水
三
千
暫
爾
違
、
莫
唱
藁
砧
山
上
曲
、
年
頭
歲
尾
阮
郞
歸
（
崎

陽
〈
長
崎
〉
の
日
月
は
中
夏
に
同
じ
。
弱
水
〈
神
話
中
の
渡
り
難
い
海
〉
三
千
暫
爾
に

違
ふ
。
唱
ふ
莫
か
れ
藁こ
う

砧ち
ん

山
上
の
曲
、
年
頭
歲
尾
阮
郞
歸
る
）」
と
改
め
て
い
る
。

（
18
）「
藁
碪
山
外
曲
」
は
、「
藁
砧
今
何
在
、
山
上
復
有
山
（
藁
砧
今
何い

づ

く
に
か
在
る
。
山

上
復
た
山
有
り
）」
と
あ
る
「
古
絶
句
」
其
一
（『
玉
臺
新
詠
』
卷
一
〇
）
を
指
す
。「
藁

砧
」
の
二
句
は
旅
に
出
て
い
る
夫
の
歸
還
を
待
つ
こ
と
を
い
う
。
本
書
卷
一
下
・
一
月

二
十
二
日
の
「
玉

來
函
…
…
」
詩
其
三
に
「
樂
府
頻
歌
山
上
山
（
樂
府
は
頻
に
歌
ふ

山
上
の
山
）」
と
あ
り
、
そ
の
注
參
照
。

（
19
）「
年
頭
歲
尾
」
に
つ
い
て
、『
无
恙
後
集
』
續
稿
に
は
「
西
暦
新
年
當
夏
曆
歲
尾
（
西

暦
の
新
年
は
夏
曆
の
歲
尾
に
當
た
る
）」
と
い
う
自
注
を
附
す
。

（
20
）「
阮
郞
」
は
劉
眞
と
天
台
山
中
の
仙
界
に
入
り
女
仙
と
遊
ん
だ
後
漢
の
阮
肇
。
愛
す

る
男
の
意
味
に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
妻
か
ら
見
た
董
康
を
指
す
。

十
八
日

晴
れ
。
午
前
十
一
時
、
同
行
者
と
共
に
張
羽
生
領
事
に
會
っ
て
答
禮
。
こ
の
廳

舍
は
光
緖
元
年
（
一
八
七
五
、
明
治
八
年
）
に
建
て
ら
れ
、
五
十
餘
年
も
經
っ
て

お
り
、
古
く
な
っ
て
建
て
替
え
の
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
各
國
の
大
使
館
・
領
事

館
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
除
い
て
は
、み
な
建
物
を
借
り
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る「
心

を
慰
め
ら
れ
る
の
な
ら
無
い
よ
り
は
ま
し
」（

1
）で
あ
る
。
長
崎
は
古
く
よ
り
九
州

に
屬
し
て
お
り
、
地
區
內
で
は
雲
仙
岳
が
景
勝
地
で
あ
る
。
近
々
、
政
府
に
よ
っ

て
開
發
さ
れ
〔
國
立
〕
公
園
と
な
る（

2
）。
羽
生
が
一
緖
に
遊
覽
し
よ
う
と
誘
っ
て

く
れ
た
が
、
往
復
二
泊
も
か
か
り
、
旅
程
が
滯
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
そ
こ
で

羽
生
の
案
内
で
左
寄
り
（
長
崎
灣
東
）
の
三
唐
寺
を
見
物
す
る
こ
と
に
し
た
。
い

ず
れ
も
明
代
に
中
國
の
商
人
が
浙
江
や
福
建
の
名
僧
を
招
き
、
在
住
開
基
さ
れ
た

も
の
で
、
堂
宇
は
す
べ
て
天
竺（

3
）樣
式
に
倣
っ
て
い
る
。
歷
代
の
住
持
は
み
な
唐

僧
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
日
本
人
に
變
わ
っ
た
。
寺
は
國
寶
に
列
せ
ら
れ
て
い

る
。
寺
は
す
べ
て
三
ヶ
寺
。

一
、
福ふ

く
さ
い濟
寺　

永
二
年
（
一
六
二
五
、
明
の
天
啓
五
年
）【
碑
に
は
「
五
年
」

と
あ
る
】
に
建
て
ら
れ
た
。
最
初
、
泉
州
の
僧
、
覺
海
が
日
本
に
渡
來
し
た
時
に

岩
原
鄕
の
良
い
場
所
【
す
な
わ
ち
現
在
地
（
現
筑
後
町
）】
を
選
ん
で
庵
を
結
び
、

天
后
聖
母
（
媽
祖
）
を
奉
安
し
て
、
漳
州
（
福
建
省
漳
州
市
）・
泉
州
（
福
建
省

泉
州
市
）・
永
州
（
湖
南
省
永
州
市
）（

4
）三
地
方
の
船
舶
の
航
海
の
無
事
を
祈
っ
た
。

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
、
淸
の
順
治
六
年
）、
檀だ
ん

越の
つ

筆
頭
の
頴え

川が
わ

藤
左
衞
門
の
要

請
に
應
じ
、
溫
陵
（
泉
州
の
別
名
）
紫
雲
山
開
元
寺
の
僧
、
蘊う
ん
け
ん
か
い
ゑ
ん

謙
戒
琬
禪
師
【
第

一
代
】
が
招
か
れ
、日
本
に
渡
來
し
て
こ
の
寺
に
入
っ
た
。
山
號
は
「
分
紫
山
」（

5
）。

翌
三
年
、
左
右
の
土
地
を
開
い
て
圓
通
殿
が
建
て
ら
れ
、
衆
寮
（
衆
僧
の
宿
舍
）

や
齋
堂
（
禪
僧
の
食
堂
）
も
建
造
さ
れ
、面
目
が
一
新
し
、參
拜
者
が
絶
え
な
か
っ

た
。
承
應
三
年
（
一
六
五
四
、
順
治
十
一
年
）、
敎
化
の
た
め
に
東
來
し
た
興
福

寺
の
隱
元
禪
師
に
參
觀
を
要
請
し
た
。
ま
た
明
曆
元
年
（
一
六
五
五
、
順
治
十
二

年
）
秋
、
木
庵
禪
師
、
そ
の
侍
僧
の
雪
機
・
喝
禪
・
慈
岳
【
第
二
代
】
な
ど
に
日

本
渡
來
を
要
請
し
、
蘊
謙
は
住
持
の
席
を
讓
っ
て
、
堂
宇
を
開
い
て
說
法
さ
せ
た
。

こ
れ
以
來
、
紫
山
派
の
宗
風
が
遠
近
に
廣
ま
っ
た
。
明
曆
三
年
、
能
書
家
の
悅
山

が
渡
來
す
る
。
萬
治
元
年
（
一
六
五
八
、順
治
十
五
年
）、穎
川
氏
が
山
門
を
建
立
。

延
寶
元
年
（
一
六
七
三
、
康
熙
十
二
年
）
六
月
、
蘊
謙
が
圓
寂
す
る
。
こ
の
後
、

東
瀾
【
第
三
代
】、
獨
文
【
第
四
代
】、
喝
浪
【
第
五
代
】
が
跡
を
繼
い
だ
。
延
寶
・

天
和
年
閒
（
一
六
八
一
、
康
熙
二
十
年
）
の
米
不
足
に
は
、
慈
岳
が
立
ち
上
が
り
、

東
瀾
な
ど
と
相
謀
っ
て
窮
民
救
濟
を
行
い
、
長
崎
の
民
衆
は
「
救
世
の
大
士
」
と



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

八
五

し
て
尊
敬
し
、
今
に
至
る
ま
で
そ
の
遺
德
を
讚
え
て
い
る
。
ま
た
寶
永
七
年

（
一
七
一
〇
、
康
熙
四
十
三
年
）
に
全
巖
【
第
六
代
】、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
、

康
熙
六
十
一
年
）
に
墨
竹
畫
に
秀
で
た
大
鵬
【
第
七
代
】
が
相
繼
い
で
渡
來
す
る
。

第
七
代
の
主
席
は
本
寺
か
ら
出
た
。
黃
檗
山
で
出
世
し
た
木
庵
・
悅
山
・
獨
文
・

大
鵬
は
紫し

衣え

を
賜
っ
た
。
隱
元
の
恩
寵
待
遇
が
と
り
わ
け
厚
く
、
後ご
み
の
お
水
尾（

6
）お
よ

び
歷
代
の
天
皇
の
尊
崇
を
受
け
國
師
と
な
っ
た
。
大
正
天
皇
か
ら
は
眞
空
大
師
の

諡
號
を
戴
い
た
。
ま
こ
と
に
格
別
の
光
榮
で
あ
る
。
大だ

い
お
う雄
宝ほ
う
で
ん殿
（
本
堂
）
の
本
尊

で
あ
る
三
尊
像
は
普
陀
山
（
浙
江
省
舟
山
市
）
か
ら
傳
來
し
た
も
の
で
、
唐
の
楊

貴
妃
の
持
佛
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。【
以
上
、「
大
修
理
趣
意
書
」
を
抄
譯
】

二
、
興
福
寺　

本
寺
の
開
基
の
眞
圓
は
江
西
浮
梁
縣
（
江
西
省
景
德
鎭
市
浮
梁

縣
）
の
人
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
、
明
の
泰
昌
元
年
）、
長
崎
に
渡
來
し
、
本

寺
の
現
在
地
に
草
庵
を
結
び
隱
棲
。
當
時
、
常
に
明
人
の
中
に
キ
リ
シ
タ
ン
敎
徒

が
お
り
、
長
崎
奉
行
が
幕
府
の
命
令
を
奉
じ
、
嚴
重
に
居
留
民
を
取
り
締
ま
っ
た
。

南
京
地
方
の
船
主
が
寄
附
し
て
一
寺
を
建
立
す
る
こ
と
を
願
い
出
、
本
寺
の
現
在

地
に
佛
殿
が
建
設
さ
れ
て
、
眞
圓
を
開
基
と
し
た
。
唐
僧
の
黙も

く

子す

如に
ょ

定じ
ょ
うが

永
九

年
（
一
六
三
二
、
明
の
崇
禎
五
年
）
に
渡
來
し
、
十
一
年
に
な
っ
て
、
酒
屋
町
と

古
川
町
と
の
閒
に
長
さ
十
二
閒
半
、
幅
二
閒
六
合（

7
）の
眼
鏡
橋
を
造
っ
た
。
日
本

に
お
け
る
明
朝
式
の
石
造
橋
は
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
た
。
黃
檗
宗
開
祖
の
隱
元
禪
師

は
、
承
應
三
年
（
一
六
五
四
、
順
治
十
一
年
）
七
月
五
日
の
夜
に
長
崎
に
入
り
、

翌
日
に
上
陸
し
た
。
本
寺
の
第
三
代
住
職
の
逸い

つ

然ね
ん

が
檀
信
徒
お
よ
び
弟
子
逹
を
引

き
連
れ
て
出
迎
え
寺
に
入
れ
た
。
ゆ
え
に
本
寺
が
、
隱
元
が
最
初
に
足
を
踏
み
入

れ
た
寺
院
と
な
る
。
初
代
か
ら
第
九
代
ま
で
は
唐
僧
で
、
第
十
代
以
下
は
和
僧
。

現
在
の
松
尾
旭
峰
は
第
三
十
一
代
で
あ
る
。【
本
寺
の
印
刷
物
を
抄
譯
】

三
、
崇そ
う

福ふ
く

寺
。

永
六
年
（
一
六
二
九
、
崇
禎
二
年
）
に
創
建
。
延
寶
・
天
和

年
閒
の
飢
饉
に
は
、
第
二
代
の
千せ
ん
が
い呆
が
書
籍
や
墨
蹟
を
賣
り
、
大
き
な

を
こ
し

ら
え
て
粥
を
炊
き
、
貧
民
に
施
行
し
た
。
そ
の

が
寺
に
今
も
の
こ
っ
て
い
る
の

で
、
ま
た
の
名
を
大

寺
と
い
う
。
山
門
は
龍
宮
門
と
い
い
、
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
、
道
光
二
十
九
年
）
の
重
建
。「
聖

し
ょ
う

壽じ
ゅ
さ
ん山
」
の
扁
額
が
あ
り
、
隱
元
大

師
の
筆
に
な
る
。
兩
側
に
く
ぐ
り
門
が
あ
り
、
右
は
「
如
意
」、
左
は
「
吉
祥
」

と
い
う
。
大
雄
寶
殿
は
正
保
三
年
（
一
六
四
六
、
順
治
三
年
）
の
建
立
。
中
央
に

釋
迦
を
奉
安
し
、
脇
侍
に
迦か

し
ょ
う
は

葉
波
・
阿あ
な
ん
だ

難
陀
の
二
尊
者
、
左
右
に
十
八
大
阿
羅
漢
、

み
な
明
の
佛
師
の
印
官
范
道
生
の
作
で
あ
る
。
護
法
堂
は
關
帝
堂
と
も
い
い
、
享

保
十
六
年
（
一
七
三
一
、
雍
正
九
年
）
建
立
。
中
央
は
觀
音
大
士
、
脇
侍
は
善
財

と
龍
女
、
右
壇
に
は
關
帝
（
關
羽
）、
脇
侍
は
關
平
と
周
倉
、
左
壇
に
は
韋い

だ駄
天て
ん

と
彌み
ろ
く勒
（
布
袋
）・
五
方
五
帝
。
本
寺
の
開
山
は
超
ち
ょ
う
ね
ん然
外が
い

長
老
、
重
興
は
道ど
う
し
ゃ者

超ち
ょ
う
げ
ん
元
、
開
法
は
卽そ
く

非ひ

如に
ょ

一い
つ

で
あ
る
。
い
ず
れ
の
禪
師
も
福
州
か
ら
渡
來
し
た
高
僧

で
あ
る
の
で
、
ま
た
福
州
寺
と
も
呼
ぶ
。
最
初
は
媽
祖
を
祀
っ
て
航
海
の
無
事
を

祈
願
し
た
。
前
後
足
を
留
め
た
唐
僧
は
三
十
餘
人
に
及
ぶ
。
そ
の
中
で
黃
檗
宗
は

千
呆
・
霊れ

い
げ
ん源・
伯は
く
じ
ゅ
ん珣・
大だ
い
じ
ょ
う成の
四
人
で
あ
る
。超
然
の
渡
來
は
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
、

順
治
七
年
）
で
、
隱
元
に
先
ん
ず
る
こ
と
四
年
で
あ
り
、
黃
檗
禪
を
傳
え
た
最
初

の
人
で
あ
る（

8
）。

午
後
三
時
、
羽
生
が
一
同
の
旅
館
に
戾
る
の
を
送
り
、
別
れ
去
る
。
こ
こ
の
旅

館
の
主
人
は
平
野
信
子
と
い
い
、
守
貞
の
む
す
め
で
あ
る
。
年
齡
五
十
餘
で
料
理

が
上
手
。今
夜
は
特
別
の
料
理
を
出
す
。大
き
な
頭
の
魚
を
煮
た
一
品
は
脂
が
の
っ

て
美
味
し
く
、
こ
れ
ま
で
口
に
し
た
こ
と
が
な
い
味
わ
い
で
あ
っ
た
。
无
恙
は
そ

の
場
で
詩
を
作
っ
た
が
、
そ
れ
に
「
絶
似
西
湖
宋
五
嫂（

9
）、
紅
爐
親
手
煮
魚
羹



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

八
六

（
絶は
な
はだ
西
湖
の
宋
五
嫂
に
似
て
、
紅
爐
に
親
ら
手
づ
か
ら
魚
羹
を
煮
る
）」
と
い
う

句
が
あ
っ
た（
10
）。
ま
た
東ト
ン
ポ
ー坡
肉ロ
ウ（
11
）
は
江
蘇
の
風
味
に
と
て
も
似
て
い
た
。
日
本
に

旅
行
し
て
か
ら
公
私
の
宴
會
で
出
た
料
理
の
中
で
今
日
の
が
第
一
番
と
し
て
推
奬

で
き
る
。

　

福
濟
寺
本
尊
三
像
由
普
陀
傳
來
相
傳
爲
楊
貴
妃
所
供
奉

　
　
　

  

福
濟
寺
の
本
尊
の
三
像
は
普
陀
よ
り
傳
來
し
、
相
傳
へ
て
楊
貴
妃
の
供

奉
す
る
所
と
爲
す

　
〔
其
一
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
一
〕

杯
渡（
12
）於
今
罔
計
年　
　

杯
渡
今
に
於お
い

て
年
を
計
ふ
る
罔な

し

雪
衣（
13
）也
沐
蛻
塵（
14
）緣　

　

雪
衣
も
也ま
た

蛻ぜ
い

塵ぢ
ん

の
緣
に
沐
す

如
何
一
滴
楊
枝
露（
15
）　

　

如い
か
ん何
ぞ
一
滴
の
楊
枝
の
露

不
洒
驪
山
馬
足
前（
16
）　

　

驪り

山ざ
ん

馬
足
の
前
に
洒そ
そ

が
ざ
る

　

  

福
濟
寺
の
本
尊
の
三
像
は
普
陀
山
か
ら
傳
來
し
た
も
の
で
、
楊
貴
妃
の
持
佛

と
傳
え
ら
れ
る

　
〔
其
の
一
〕

木
の
杯
に
乘
っ
て
渡
來
し
た
楊
貴
妃
の
持
佛
は
今
に
至
る
ま
で
何
年
お
ら
れ
る

の
か
數
え
ら
れ
な
い
。
白
鸚
鵡
の
雪
衣
女
も
汚
れ
を
脫
す
る
佛
緣
を
受
け
た
。
そ

れ
な
の
に
ど
う
し
て
こ
の
佛
は
、
一
滴
の
楊
枝
の
露
で
さ
え
、
驪
山
の
軍
馬
の
前

で
亡
く
な
っ
た
者
に
振
り
か
け
ず
、
蘇
生
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
〔
其
二
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
二
〕

華
冠（
17
）世
外
足
風
流（
18
）　

　

華
冠　

世
外　

風
流
足
る

隔
華
淸（
19
）春
復
秋　
　

華
淸
に
け
い
か
く隔
し
春
復ま
た

秋

枉
使
鴻
都
窮
上
下（
20
）　

　

枉み
だ
りに
鴻こ
う

都と

を
し
て
上
下
を
窮
め
し
む

香
魂
先
已
渡
瀛
洲（
21
）　

　

香
魂
先
に
已
に
瀛え
い
し
う洲
に
渡
る

【
借
用
香
山（
22
）長
恨
歌
意
（
香
山
の
長
恨
歌
の
意
を
借
用
す
）】

　
〔
其
の
一
〕

花
冠
を
か
ぶ
っ
た
楊
貴
妃
は
人
閒
界
を
去
っ
て
女
仙
と
な
っ
て
も
艷
冶
な
雰
圍

氣
を
た
っ
ぷ
り
備
え
、
華
淸
宮
を
離
れ
て
幾
年
も
過
ご
し
て
い
た
。
玄
宗
が
長
安

に
來
た
道
士
に
天
上
と
地
下
に
ま
で
貴
妃
を
探
さ
せ
た
が
全
く
む
だ
で
、
彼
女
の

魂
は
と
っ
く
に
瀛
州
の
仙
山
に
渡
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
【
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」

の
詩
意
を
借
用
し
た
】。

　

坿
无
恙
作　
　
　

无
恙
の
作
を
坿
す

　
〔
其
一
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
一
〕

一
別
金
身（
23
）恨
已
長　
　

一
た
び
金
身
に
別
れ
て
恨
み
已は
な
はだ
長
し

塵
緣
還
借
海
南
香（
24
）　

　

塵
緣
還か
へ
つて
海
南
香
を
借
る

【
太
眞
一
度
爲
女
道（
25
）（
太
眞
は
一
度
、
女
道
士
と
爲
る
）】

珠
鈿
未
醒
梨
花
夢（
26
）　

　

珠し
ゆ
で
ん鈿
未
だ
醒
め
ず　

梨
花
の
夢

唐
土
如
來
久
姓
楊　
　

唐
土
の
如に

よ
ら
い來
は
久
し
く
姓
は
楊

　
　

无
恙
の
詩
を
附
錄
す
る

　
　
〔
其
の
一
〕

ひ
と
た
び
金
身
の
御
佛
と
思
う
玄
宗
と

れ
て
離
別
の
恨
み
を
抱
く
こ
と
甚
だ

長
く
、
か
つ
て
人
閒
界
で
女
道
士
で
あ
っ
た
緣
か
ら
女
仙
と
な
り
海
南
の
香
に
包

ま
れ
た
【
太
眞
は
か
つ
て
一
度
、
女
道
士
と
な
っ
た
】。
眞
珠
や
螺
鈿
の
飾
り
物

を
身
に
つ
け
て
ま
だ
眠
り
か
ら
覺
め
や
ら
ず
に
立
ち
現
れ
た
太
眞
は
、
梨
の
花
の

よ
う
に
美
し
い
夢
見
ご
こ
ち
の
風
情
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
楊
貴
妃
を
寫
し



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
九
號

八
七

取
っ
た
佛
像
が
古
く
唐
土
か
ら
こ
の
寺
に
傳
え
ら
れ
た
。

　
〔
其
二
〕　　
　
　
　
　
〔
其
の
二
〕

縹
渺
仙
山
此
一
隅（
27
）　

　

縹へ
う
べ
う渺
た
る
仙
山
は
此
の
一
隅

精
靈
道
士
說
鴻
都（
28
）　

　

精
靈
の
道
士
は
鴻
都
と
說
く

今
看
金
粟
旃
檀（
29
）影　

　

今
看
る
金き
ん
ぞ
く粟
旃せ
ん

檀だ
ん

の
影

得
似
沈
香
亭
子（
30
）無　

　

沈じ
ん
か
う香
の
亭
子
に
似
た
る
を
得
る
や
無い
な

や

　
　
〔
其
の
二
〕

遠
く
ぼ
ん
や
り
と
見
え
る
仙
山
は
東
海
上
の
こ
の
一
隅
に
あ
る
。
魂
を
招
き
寄

せ
る
靈
力
を
持
ち
、
長
安
の
都
を
訪
れ
た
旅
人
で
あ
る
と
稱
す
る
道
士
が
こ
こ
を

尋
ね
あ
て
た
。
東
海
の
神
山
で
仙
女
に
な
っ
た
楊
貴
妃
の
持
佛
と
傳
え
ら
れ
る
栴

檀
作
り
の
佛
像
を
今
見
た
が
、
沈
香
亭
で
牡
丹
と
美
し
さ
を
誇
っ
た
楊
貴
妃
に
似

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

贈
居
停
主
人
平
野
信
子　
　
　
　
〔
董
康
〕

　
　
　

居
停
の
主
人
の
平
野
信
子
に
贈
る

岐
路
感
蹉
跎（
31
）　

　

 

岐
路
に
蹉さ

た跎
た
る
を
感
ず
る
も

相
逢
雅
誼
多　
　

相
逢
ひ
て
雅が

誼ぎ

多
し

淸
樽
開
北
海（
32
）　

　

淸
樽　

北
海
に
開
き

佳
饌
出
東
坡　
　

佳か

饌せ
ん　

東と
う

坡ば

を
出
だ
す

估
舶
門
前
繫　
　

估こ

舶は
く

は
門
前
に
繫
が
れ

山
雲
檻
外
過　
　

山
雲
は
檻
外
に
過
ぐ

聊
將
今
夕
意　
　

聊い
さ
さか
今こ
ん
せ
き夕
の
意
を
將も
つ

て

書
此
鎭
巖
阿　
　

此
を
書
し
て
巖
阿
に
鎭
す

　

旅
館
の
主
人
の
平
野
信
子
に
贈
る

分
か
れ
道
に
立
っ
て
失
意
を
感
じ
た
が
、
人
と
の
出
會
い
に
お
い
て
厚
い
情
誼

に
多
く
接
し
た
。〔
こ
の
旅
館
の
女
將
も
情
が
厚
く
、〕
よ
い
酒
樽
の
蓋
を
孔
北
海

の
よ
う
に
酒
の
解
る
我
々
の
た
め
に
開
け
、
美
味
な
料
理
に
は
蘇
東
坡
が
考
案
し

た
と
い
う
東
坡
肉
を
出
し
て
く
れ
た
。
門
前
に
停
泊
し
て
い
る
商
船
が
望
ま
れ
、

山
肌
を
流
れ
行
く
雲
が
手
す
り
越
し
に
見
え
る
。
今
夜
の
感
興
を
詩
に
し
、
こ
れ

を
書
き
し
た
た
め
山
腹
の
こ
の
旅
館
に
留
め
置
く
。

（
1
）
東
晉
の
陶
淵
明
「
和
劉
柴
桑
」
詩
（『
靖
節
先
生
集
』
卷
二
）
の
「
慰
情
良
勝
無
（
情

を
慰
む
る
に
良
に
無
き
に
勝
る
）」
に
基
づ
く
。

（
2
）
雲
仙
が
國
立
公
園
と
し
て
正
式
に
指
定
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
記
事
よ
り
ほ
ぼ
二
箇

月
後
の
昭
和
九
年
三
月
十
六
日
で
あ
る
。
董
康
の
記
述
は
、
前
年
の
十
二
月
に
國
立
公

園
委
員
會
總
會
で
指
定
の
承
認
が
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
3
）「
天
竺
」
は
、
原
文
「
天
台
」
に
誤
る
の
を
訂
正
し
た
。
字
形
が
近
い
た
め
の
誤
り
。

長
崎
の
三
唐
寺
は
天
竺
樣
す
な
わ
ち
中
國
近
世
以
後
の
寺
院
建
築
の
樣
式
で
あ
る
。「
天

台
」
で
は
意
味
が
甚
だ
異
な
る
。

（
4
）「
永
州
」
は
沿
海
地
で
は
な
い
の
で
、
地
名
に
誤
り
が
あ
る
。「
福
州
」
と
訂
正
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
原
文
「
分
號
紫
山
」
と
あ
る
誤
り
を
「
號
分
紫
山
」
に
訂
正
し
て
譯
し
た
。

（
6
）
原
文
「
後
永
尾
」
と
あ
る
誤
り
を
訂
正
し
た
。

（
7
）「
六
合
」
は
未
詳
。

（
8
）『
聖
壽
山
崇
福
寺
案
内
』（
崇
福
寺
、一
九
六
六
年
五
月
。
說
明
文
筆
者
は
宮
田
安
氏
）

は
、
こ
の
記
述
と
異
な
り
、「
開
基
の
僧
超ち
ょ
う
ね
ん
然
は
、

永
六
年
、
六
十
三
才
で
長
崎
に

渡
來
し
た
福
州
人
で
あ
り
、
…
…
嗣
法
の
僧
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
禪
の
系

統
が
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
い
う
。

（
9
）「
宋
五
嫂
」
は
、
も
と

京
（
北
宋
の
都
、
河
南
省
開
封
市
）
の
居
酒
屋
の
妻
で
、

南
宋
に
な
っ
て
臨
安
（
南
宋
の
都
、
浙
江
省
杭
州
市
）
の
西
湖
近
く
に
移
り
住
み
、「
魚

羹
」
作
り
が
う
ま
く
、
太
上
皇
に
な
っ
た
高
宗
に
こ
れ
を
進
上
し
た
の
で
、
よ
く
賣
れ

て
金
持
ち
に
な
っ
た
（
明
の
田
汝
成
『
西
湖
遊
覽
志
餘
』
卷
三
）。

（
10
）『
无
恙
後
集
』
續
稿
に
は
「
平
野
屋
主
人
信
子
精
烹
庖
負
病
入
厨
酬
以
絶
句
（
平
野

屋
主
人
信
子
は
烹
庖
に
精く
は

し
く
、
病
を
負
ひ
厨
に
入
る
。
酬
ゆ
る
に
絶
句
を
以
て
す
）」



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

八
八

と
題
し
、「
海
山
不
枉
滯
行
程
、
瓊
浦
芳
鮮
力
疾
烹
。
絶
似
西
湖
宋
五
嫂
、
紅
罏

袖

煮
魚
羹（
海
山
枉み
だ

り
に
行
程
を
滯
ら
さ
ず
。
瓊
浦〈
長
崎
〉の
芳
鮮
力
疾
し〈
病
を
押
し
〉

て
烹に

る
。
絶
だ
西
湖
の
宋
五
嫂
に
似
て
、
紅
罏
〈
爐
〉
に
袖
を
ま
く

り
魚
羹
を
煮
る
）」

と
あ
る
。

（
11
）「
東
坡
」
は
北
宋
の
蘇
軾
の
號
。
俗
に
彼
が
豚
肉
の
角
煮
を
考
案
し
た
の
で
、
こ
れ

を
「
東
坡
肉
」
と
稱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
12
「
杯
渡
」
は
六
朝
宋
代
の
僧
の
名
。
常
に
木
製
の
杯
に
乘
っ
て
川
を
渡
っ
た
の
で
、
か

く
呼
ば
れ
た
（
梁
の
慧え

皎こ
う

『
高
僧
傳
』
卷
一
〇
）。
後
に
僧
侶
の
出
遊
を
い
う
。
こ
こ

で
は
福
濟
寺
の
本
尊
が
中
國
の
普
陀
山
か
ら
日
本
に
將
來
さ
れ
た
こ
と
を
指
す
。

（
13
）「
雪
衣
」
は
、
唐
の
天
寶
中
、
嶺
南
か
ら
獻
上
さ
れ
て
宮
中
に
飼
育
さ
れ
、
玄
宗
や

楊
貴
妃
た
ち
が
「
雪
衣
女
（
娘
）」
と
呼
ん
だ
白
鸚
鵡
。
雪
衣
女
が
猛
禽
に
殺
さ
れ
そ

う
に
な
る
夢
を
貴
妃
が
見
た
の
で
、玄
宗
は
貴
妃
に
命
じ
、『
般
若
心
經
』を
雪
衣
女（
娘
）

に
授
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
雪
衣
女
は
よ
く
覺
え
て
日
夜
唱
え
、
禍
を
恐
れ
て
お
祓
い
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
（『
太
平
廣
記
』
卷
四
六
〇
所
引
『
譚
賓
錄
』、『
太
平

御
覽
』
卷
九
二
四
所
引
『
明
皇
雜
錄
』。
後
者
は
開
元
中
の
こ
と
と
す
る
）。

（
14
）「
蛻
塵
」
は
蟬
の
幼
蟲
が
脫
皮
す
る
か
の
よ
う
に
世
俗
の
汚
れ
を
脫
す
る
こ
と
。

（
15
）「
楊
枝
露
」
は
、
佛
敎
で
萬
物
を
蘇
生
さ
せ
る
靈
力
の
あ
る
甘
露
、「
楊
枝
水
」。
印

度
の
渡
來
僧
、
仏ぶ

つ

圖と

澄ち
ょ
うは
楊
柳
の
枝
に
つ
け
た
水
を
後
趙
の
石せ
き
ろ
く勒
の
太
子
に
灑そ
そ

ぎ
、
呪

文
を
唱
え
て
太
子
を
蘇
生
さ
せ
た
（『
晉
書
』
卷
九
五
・
佛
圖
澄
傳
）。

（
16
）「
驪
山
」
は
、
長
安
の
東
郊
（
陝
西
省
西
安
市
臨
潼
區
）
に
あ
る
山
。
詩
意
の
流
れ

か
ら
す
る
と
、「
馬
足
前
」
は
、
軍
馬
の
前
に
亡
く
な
っ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
楊
貴
妃

を
い
う
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
彼
女
は
長
安
の
西
の
馬
嵬
（
陝
西
省
興
平
市
）
で
死

を
遂
げ
た
の
で
、「
驪
山
」
で
は
解
し
が
た
い
。
地
名
に
誤
り
が
あ
る
か
。

（
17
）「
華
冠
」
は
「
花
冠
」、
美
し
い
冠
。
唐
の
白
居
易
の
「
長
恨
歌
」（『
白
氏
文
集
』
卷

一
二
）
に
、
死
後
、
仙
界
の
人
と
な
っ
た
楊
貴
妃
が
玄
宗
の
使
者
の
道
士
に
逢
お
う
と

す
る
場
面
を
描
い
て
「
花
冠
不
整
下
堂
來
（
花
冠
整
へ
ず
堂
を
下
り
来き
た

る
）」
と
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
「
華
冠
」
は
楊
貴
妃
を
い
う
。

（
18
）「
風
流
」
は
氣
品
。
ま
た
男
女
閒
の
艷
情
の
意
味
も
含
む
。

（
19
）「
華
淸
」
は
、
唐
の
玄
宗
が
驪
山
の
麓
に
造
營
し
た
離
宮
の
華
淸
宮
。
玄
宗
は
楊
貴

妃
と
避
寒
の
た
め
こ
の
離
宮
に
滯
在
し
た
。
こ
こ
に
は
溫
泉
が
あ
り
、
そ
の
一
湯
を
華

淸
池
と
い
う
。

（
20
）「
長
恨
歌
」
に
玄
宗
が
「
臨り
ん
き
や
うの
道
士
鴻こ
う

都と

の
客
（
長
安
の
都
に
出
て
き
て
い
た
四

川
臨

の
道
士
）」
に
死
後
の
貴
妃
を
尋
ね
さ
せ
、
道
士
は
「
上
窮
碧
落
下
黃
泉
、（
上

は
碧
落
を
窮
め
下
は
黃
泉
）」
と
、
天
上
の
蒼
空
の
彼
方
と
地
下
の
黃
泉
の
世
界
に
ま

で
探
し
た
が
、「
兩
處
茫
茫
皆
不
見
（
兩
處
茫
茫
と
し
て
皆
見
え
ず
）」
と
探
し
出
さ
れ

ず
無
駄
足
に
終
わ
っ
た
こ
と
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

（
21
）「
香
魂
先
已
渡
瀛
洲
」
は
、「
長
恨
歌
」
に
臨

の
道
士
が
楊
貴
妃
を
搜
せ
な
か
っ

た
こ
と
に
續
き
「
忽
聞
海
上
有
仙
山
（
忽
ち
聞
く
海
上
に
仙
山
有
り
と
）」
と
あ
り
、

海
上
の
仙
山
で
今
は
太
眞
と
字
す
る
仙
女
に
な
っ
て
い
た
楊
貴
妃
と
逢
う
場
面
が
描
か

れ
る
こ
と
を
受
け
た
詩
句
で
あ
る
。「
香
魂
」は
美
人
の
魂
、す
な
わ
ち
楊
貴
妃
の
靈
魂
。

「
瀛
洲
」
は
、
東
海
に
あ
る
三
神
山
の
一
つ
。
こ
こ
で
は
日
本
を
暗
に
い
い
、
楊
貴
妃

の
持
佛
が
日
本
の
長
崎
、
福
濟
寺
に
渡
っ
た
こ
と
を
い
う
。

（
22
）「
香
山
」
は
白
居
易
を
い
う
。
彼
は
晩
年
、
洛
陽
の
南
郊
の
香
山
寺
へ
の
崇
敬
篤
く

香
山
居
士
と
稱
し
た
（『
白
氏
文
集
』
卷
七
〇
「
香
山
寺
新
修
經
藏
堂
記
」）。

（
23
）「
金
身
」
は
金
色
に
輝
く
佛
像
を
い
う
の
が
常
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
玄
宗
を
指
す

と
解
し
て
お
く
。

（
24
）「
海
南
香
」
は
、
海
南
産
の
香
料
の
意
で
あ
ろ
う
が
、
楊
貴
妃
あ
る
い
は
「
長
恨
歌
」

と
の
關
連
は
未
詳
。

（
25
）「
太
眞
」
は
仙
女
と
な
っ
た
楊
貴
妃
の
字
。

（
26
）「
未
醒
梨
花
夢
」
は
、「
長
恨
歌
」
に
寢
覺
め
た
ば
か
り
の
太
眞
（
楊
貴
妃
）
が
仙

界
に
尋
ね
來
た
道
士
に
會
う
姿
を
描
く
、「
梨
花
一
枝
春
帶
雨
（
梨
花
一
枝
春
雨
を
帶

ぶ
）」
に
よ
る
。

（
27
）「
縹
渺
仙
山
此
一
隅
」
の
「
縹
渺
仙
山
」
は
、「
長
恨
歌
」
に
「
忽
聞
海
上
有
仙
山
、

山
在
虛
無
縹
緲
閒
（
忽
ち
聞
く
海
上
に
仙
山
有
り
と
、
山
は
虛
無
縹
緲
の
閒
に
在
り
）」

と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
ま
た
「
此
一
隅
」
は
東
海
上
の
一
隅
、
す
な
わ
ち
日
本
の
長
崎

を
い
う
。

（
28
）「
精
靈
道
士
說
鴻
都
」
は
、「
長
恨
歌
」
の
「
臨

道
士
鴻
都
客
、
能
以
精
誠
致
魂

魄
（
臨

の
道
士
鴻
都
の
客
、能
く
精
誠
を
以
て
魂
魄
を
致
す
）」
の
句
を
用
い
た
も
の
。

（
29
）「
金
粟
旃
檀
」
は
、香
木
の
旃
檀
（
栴
檀
、ビ
ャ
ク
ダ
ン
）
で
作
っ
た
佛
像
。「
金
粟
」

は
「
金
粟
如
來
」、
釋
迦
の
弟
子
の
結
摩
詰
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
福
濟
寺
の
本
尊
を

い
う
。

（
30
）「
沈
香
亭
子
」
は
玄
宗
が
楊
貴
妃
と
遊
ん
だ
沈
香
で
造
ら
れ
た
亭

あ
ず
ま
や。
長
安
、
興
慶
宮

内
の
龍
池
の
側
に
あ
っ
た
。
李
白
が
牡
丹
と
楊
貴
妃
の
美
し
さ
を
讚
え
、「
名
花
傾
國

兩
相
歡
、
長
得
君
王
帶
笑
看
。
解
釋
春
風
無
限
恨
、
沈
香
亭
北
倚
闌
干
（
名
花
傾
國

兩ふ
た
つな
が
ら
相
歡
ぶ
。
長
く
得
君
王
の
笑
ひ
を
帶
び
て
看
る
を
得
た
り
。
春
風
無
限
の
恨

み
を
解
釋
し
、沈
香
亭
北
闌ら
ん

干か
ん

に
倚よ

る
）」
と
詠
っ
た
（『
李
太
白
文
集
』
卷
四
「
淸
平
調
」

其
三
）。
こ
こ
で
は
沈
香
亭
に
お
い
て
牡
丹
と
竝
ん
で
美
し
さ
を
誇
っ
た
楊
貴
妃
の
容

姿
を
い
う
。「
沈
香
」
も
香
木
で
あ
り
、
前
句
の
「
旃
檀
」
と
關
連
さ
せ
た
措
辭
。

（
31
）「
蹉
跎
」
は
つ
ま
ず
く
樣
子
、
ま
た
失
意
を
い
う
。

（
32
）「
北
海
」
は
後
漢
の
孔
融
の
別
名
。
彼
が
北
海
國
（
山
東
省

坊
市
昌
樂
縣
西
）
の

長
官
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
。
孔
融
は
魏
の
曹
操
が
禁
酒
令
を
出
し
た
時
、「
天
有
酒

旗
之
星
、
地
列
酒
泉
之
郡
、
人
有
旨
酒
之
德
。
故
堯
不
飮
千
鍾
、
無
以
成
其
聖
（
天
に
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八
九

は
酒
旗
の
星
有
り
、
地
に
は
酒
泉
の
郡
を
列
し
、
人
に
は
酒
を
旨
む
の
德
有
り
。
故
に

堯
は
千
鍾
を
飮
ま
ず
ん
ば
、
以
て
其
の
聖
を
成
す
こ
と
無
し
。
…
…
」
と
書
き
し
た
た

め
て
嘲
っ
た
（『
三
國
志
』
卷
一
二
裴
松
之
注
引
く
張
璠
『
漢
紀
』）。

十
九
日

晴
れ
。
寒
さ
を
恐
れ
て
門
を
出
な
い
。
孫
逸
齋
に
最
近
作
っ
た
詩
を
書
か
か
せ
、

旅
館
の
主
人
に
記
念
と
し
て
與
え
、壁
に
張
っ
た
。
无
恙
も
三
幅
の
繪
を
贈
っ
た
。

女
中
の
悅
子
は
美
人
で
氣
が
利
い
て
い
た
の
で
貰
え
た
が
、
朋
輩
に
は
貰
え
ず
失

望
す
る
も
の
が
い
た
。
我
々
が
船
に
乘
り
損
な
っ
た
と
小
林
が
聞
い
て
、
電
話
で

慰
め
て
く
れ
た
。

二
十
日

早
朝
起
床
。
風
が
強
く
雪
が
窓
を
拂
い
、
さ
わ
さ
わ
と
音
が
す
る
。
午
後
一
時

ご
ろ
、
海
上
に
「
ボ
ー
ボ
ー
ボ
ー
」
と
い
う
汽
笛
が
響
く
の
が
聞
こ
え
た
。
遙
か

に
見
る
と
、
上
海
丸
が
す
で
に
入
港
し
、
岸
壁
に
停
泊
し
て
い
た
。
村
上
君
を
連

れ
て
乘
船
、
荷
物
の
保
管
狀
況
を
尋
ね
、
雙
方
お
詫
び
の
言
葉
を
交
わ
す
。
村
上

君
が
戾
っ
て
か
ら
、領
事
館
に
出
向
き
別
れ
の
挨
拶
を
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

氣
溫
が
昨
日
に
增
し
て
低
い
の
で
致
し
方
な
く
、
日
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
。
村

上
君
が
「
長
崎
附
近
に
中
國
人
の
村
落
が
あ
っ
て
、
景
色
が
い
い
。
自
動
車
で
往

復
た
っ
た
一
時
閒
で
す
。
觀
光
が
不
充
分
な
ら
、
な
ぜ
こ
こ
に
行
か
な
い
の
で
す

か
」
と
い
う
。
私
が
「
そ
れ
は
い
い
。
も
う
四
日
逗
留
し
て
、
上
海
丸
に
乘
っ
て

歸
國
し
た
な
ら
、
前
回
の
穴
埋
め
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
楊
君
だ
っ
て
さ
ら
に
詩

が
何
首
か
で
き
て
歸
り
の
荷
物
を
滿
た
せ
る
し
、
私
も
よ
い
職
人
に
命
じ
て
續
稿

を
出
版
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
い
う
と
、
一
行
の
者
が
大
笑
い
を
し
た
。
旅
館
の

主
人
が
料
理
を
ふ
る
ま
う
。
ど
れ
も
手
を
盡
く
し
て
美
味
。
肉
炙
骨
（
排
骨〈

ス

ペ
ア
リ
ブ〉

を
炙
っ
た
も
の
）
の
一
品
は
骨
を
取
り
去
っ
て
身
を
の
こ
し
、甘
酸
っ

ぱ
く
、
故
鄕
の
味
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た
。

二
十
一
日

晴
れ
。
早
朝
に
起
床
し
荷
物
を
點
檢
。
九
時
、
長
崎
丸
が
山
の
下
に
停
泊
し
て

い
る
の
が
窓
か
ら
見
え
た
。
旅
館
の
主
人
と
別
れ
、
領
事
館
に
行
き
別
れ
の
挨
拶

を
す
る
。
時
に
張
羽
生
は
ま
だ
睡
眠
中
。
東
濱
町
の
二に

枝え
だ

鼈
甲
店
に
行
き
、
裝
飾

品
を
數
點
買
っ
て
乘
船
。
南
京
總
領
事
の
須
磨
〔
彌
吉
郞
〕・
靜
嘉
堂
文
庫
職
員

の
今
關
〔
壽
麿
、
號
天
彭
〕
と
白
堅
甫
（
白
堅
）（

1
）に
遇
う
。
今
關
は
私
に
『
四

僧
詩
』
一
册
を
贈
る
。
堅
甫
は
長
春
か
ら
の
歸
り
で
あ
っ
た
の
で
、
遼
東
の
情
勢

を
尋
ね
る
と
、
日
本
の
新
聞
と
違
い
が
な
か
っ
た
。
午
後
一
時
、
出
航
。
張
羽
生

が
岸
壁
で
お
別
れ
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
遠
く
に
見
え
た
。
彼
が
來
た
と
き
、
私

は
ち
ょ
う
ど
客
室
で
み
ん
な
と
話
し
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
汽

笛
が
鳴
っ
て
、
あ
わ
て
て
陸
に
下
り
た
よ
う
だ
。
四
時
ご
ろ
、
風
波
が
急
に
起
こ

る
。
晩
餐
は
僅
か
五
、六
人
し
か
い
な
い
。
小
林
に
出
す
手
紙
を
前
も
っ
て
書
い

て
お
く
。

　

邁ま
い

陂ひ

塘た
う（
2
）

　
  【

過
二
枝
購
玳
瑁
懷
中
鏡
、
因
賦
此

、
用
代
銘
詞
（
二
枝
に
過
り
玳
瑁
の

懷
中
鏡
を
購
ひ
、
因
り
て
此
の
け
つ

を
賦
し
、
用
て
銘
詞
に
代
ふ
）】

解
（
3
）、
細
加
拂
拭　
　

か
う
せ
う

を
解
き
て
細
か
に
拂
拭
を
加
ふ
れ
ば

一
輪
明
月
淸
　
　

一
輪
の
明
月
は
淸

な
り



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
六
）

九
〇

西
征
前
度
留
鴻
雪（

4
）　

　

西
征　

前
度
に
鴻
雪
を
留
め

佳
製
同
裁
心
匠　
　

佳
製
は
同
じ
く
心
匠
に
裁
つ

  【
玳
瑁
製
物
品
、
長
崎
外
以
意
大
利
爲
最
（
玳
瑁
製
の
物
品
、
長
崎
の
外
は
意

大
利
を
以
て
最
と
爲
す
）。】

堪
珍
賞　
　

珍
賞
に
堪
ふ

宜
博
得
、
鬱
金
堂
裏
人（

5
）相
傍　
　

宜
し
く
鬱
金
堂
裏
の
人
の
相
傍そ

ふ
る
を
博
し
得

た
る
べ
し

翠
紅
春
　
　

翠
紅　

春
あ
ふ

た
り

  【
當
眉
寫
翠
、
對
臉
傅（

6
）紅
、
唐
鏡
銘
（「
眉
に
當
り
て
は
翠
を
冩か

き
、
臉ほ
お

に
對む
か

ひ
て
は
紅
を
傅つ

く
」
唐
鏡
の
銘
）。】

與
耳
後
珠
璫　
　

耳
後
の
珠
璫

星
前
鈿
盒（

7
）　

　
　

星
前
の
鈿
盒
と

盡
錄
珊
瑚
網（

8
）　

　

盡
く
珊
瑚
網
に
錄
す

溫
別
況　
　

別
況
を
溫た

づ

ね

猶
記
去
年
江
上　
　

猶
ほ
記
す
去
年
の
江
上

淚
與
秋
潮
俱
漲　
　

淚
は
秋
潮
と
俱と

も

に
漲
る
を

欲
題
紅
葉
流
波（

9
）渺　

　

紅
葉
に
題
せ
ん
と
欲
す
る
も
流
波
は
渺
に
し
て

辜
負
樓
頭
凝
望　
　

樓
頭
の
凝
望
に
辜こ

ふ負
す

休
惆
悵　
　

惆ち
う
ち
や
う悵た
る
を
休や

む

驀
地
裏　
　

驀に

は

か
地
裏
に

妝
臺

子（
10
）風
輕
颺　
　

妝
臺
の
き

し子　

風
に
輕け
い
や
う颺
せ
ら
る

歸
期
不
爽　
　

歸
期
は
爽た
が

は
ず

看
擎
出
春（
11
）　

　

春し
ゆ
ん
さ
うを
擎あ

げ
出い
だ

す
を
看
て

評
量
肥
瘦　
　

肥
瘦
を
評
量
す
れ
ば

可
是
前
時
樣　
　

是
れ
前
時
の
樣
な
る
べ
し

　

  

邁
陂
塘
【
二
枝
鼈
甲
店
に
立
ち
寄
り
携
帶
用
の
鏡
を
買
い
、
こ
の
一
首
の
詞

を
作
っ
て
、
鏡
に
入
れ
る
銘
文
の
代
わ
り
と
す
る
。】

薄
絹
で
念
入
り
に
拭
き
こ
む
と
、鏡
は
一
輪
の
月
の
よ
う
に
淸
ら
か
に
輝
い
た
。

以
前
、
西
歐
に
旅
行
を
し
て
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
く
丹
精
こ

め
て
仕
上
げ
ら
れ
た
名
品
で
あ
る
【
鼈
甲
製
品
は
、
長
崎
以
外
で
は
イ
タ
リ
ア
が

最
も
よ
い
】。
大
切
に
し
て
愛
で
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
必
ず
や
氣
に
入
ら
れ

て
麗
し
い
部
屋
に
い
る
美
人
に
攜
帶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
映
し
て
翠
の
眉

墨
を
引
き
赤
く
頰
紅
を
つ
け
る
と
、
春
の
風
情
が
溢
れ
ん
ば
か
り
に
な
る
【「
眉

に
當
り
て
は
翠
を
寫
き
、
臉
に
對
ひ
て
は
紅
を
傅
く
」
は
唐
代
の
鏡
の
銘
文
】。

眞
珠
の
耳
飾
り
と
星
前
の
螺
鈿
の
箱
と
と
も
に
、珍
品
目
錄
に
書
き
入
れ
て
お
く
。

お
別
れ
し
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
去
年
、
江
上
の
岸
壁
で
、
淚
が
漲
る

秋
の
潮
の
よ
う
に
目
に
溢
れ
た
こ
と
を
覺
え
て
い
ま
す
。
唐
の
宮
女
に
眞
似
て
紅

葉
に
思
い
を
書
き
と
め
水
流
に
乘
せ
て
送
り
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
が
波
路
は
る
か

で
叶
わ
ず
、
ま
た
樓
上
か
ら
お
歸
り
の
姿
を
じ
っ
と
目
を
こ
ら
し
て
眺
め
て
も
甲

斐
が
な
く
、
も
う
悲
し
む
の
は
よ
し
に
し
ま
し
た
。
急
に
化
粧
臺
の
上
に
蜘
蛛
が

風
に
輕
く
吹
か
れ
て
吐
い
た
絲
と
と
も
に
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
吉
兆
ど
お

り
、
お
歸
り
の
時
期
が
閒
違
い
な
く
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
歸
り
に
な
っ
て
、
出

し
た
私
の
指
を
ご
覽
に
な
り
、
瘦
せ
た
か
ど
う
か
測
っ
て
く
だ
さ
る
と
、
き
っ
と

前
の
ま
ま
だ
と
お
氣
付
き
で
し
ょ
う
。
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（
1
）
白
堅
に
つ
い
て
は
高
田
時
雄
「
李
滂
と
白
堅

―
李
盛
鐸
舊
藏
敦
煌
寫
本
日
本
流

入
の
背
景

―
」（『
敦
煌
寫
本
研
究
年
報
』
創
刊
號
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、

二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
2
）「
邁
陂
塘
」
は
詞
牌
名
。『
詞

』
卷
三
六
は
別
名
の
「
摸
魚
兒
」
と
し
て
揭
載
す
る
。

本
作
の
形
式
は
『
詞

』
に
示
す
南
宋
の
張
炎
の
作
に
合
う
。
こ
の
一
首
は
前
半
が
鼈

甲
の
鏡
に
對
す
る
董
康
の
思
い
、
後
半
は
鏡
を
贈
ら
れ
る
妻
を
詠
う
と
解
釋
し
た
。

（
3
）「

」
は

人
（
人
魚
）
が
織
る
と
い
う
薄
絹
の
布
。

（
4
）「
留
鴻
雪
」
は
、
宋
の
蘇
軾
「
和
子
由

池
懷
舊
（
子
由
の
べ
ん

池ち

懷
舊
に
和
す
）」
詩

（
合
注
本
卷
三
）
に
「
人
生
到
處
知
何
似
、
應
似
飛
鴻
踏
雪
泥
。
泥
上
偶
然
留
指
爪
、

鴻
飛
那
復
計
東
西
（
人
生
到
る
處
知
ん
ぬ
何
に
か
似
た
る
、
應ま

さ

に
似
た
る
べ
し
飛
鴻
の

雪
泥
を
踏
む
に
。
泥
上
偶
然
に
指
爪
を
留
む
る
も
、
鴻
飛
べ
ば
那
ん
ぞ
復
た
東
西
を
計

ら
ん
）」
に
基
づ
き
、
足
跡
を
の
こ
し
た
と
い
う
意
。
本
書
卷
一
上
・
民
國
一
六
年
一

月
十
六
日
の
注
參
照
。

（
5
）「
鬱
金
堂
」
は
鬱
金
の
香
り
が
た
つ
堂
屋
、
美
人
の
居
室
。
唐
の
沈
佺
期
「
古
意
」

詩
に
「
盧
家
少
婦
鬱
金
堂
、
海
燕
雙
棲
玳
瑁
梁
（
盧
家
の
少
婦
鬱
金
堂
、
海
燕
雙な

ら

び
棲

む
玳
瑁
の
梁
）」
と
あ
る
。「
鬱
金
堂
人
」
は
美
人
を
い
う
。

（
6
）「
傅
」
は
原
文
「
傳
」。
字
形
が
近
い
こ
と
に
よ
る
誤
り
と
判
斷
し
て
改
め
た
。

（
7
）「
星
前
鈿
盒
」
の
「
星
前
」
は
未
詳
。
何
か
の
飾
り
、
文
樣
い
う
か
。
或
い
は
七
夕

と
關
連
す
る
か
。「
鈿
盒
」
は
螺
鈿
飾
り
の
蓋
附
き
の
箱
。

（
8
）「
珊
瑚
網
」
は
珊
瑚
を
採
る
鐵
の
網
、
轉
じ
て
珍
品
を
網
羅
す
る
こ
と
を
い
う
が
、

こ
こ
で
は
書
畫
の
名
品
を
詳
し
く
記
錄
し
た
明
の
汪
砢
玉
『
珊
瑚
網
』
四
十
八
卷
を
借

り
、
珍
品
の
目
錄
を
い
う
。

（
9
）「
欲
題
紅
葉
流
波
渺
」
は
、
皇
宮
の
水
路
か
ら
流
れ
出
て
來
た
「
流
水
何
太
急
、
深

宮
盡
日
閒
。
殷
勤
謝
紅
葉
、
好
去
到
人
閒
（
流
水
何
ぞ
太は
な
はだ
急
な
る
。
深
宮
盡
日
閒
な

り
。
殷
勤
に
紅
葉
に
謝
す
、
好
し
去
り
て
人
閒
に
到
れ
）」
と
い
う
詩
の
書
か
れ
た
紅

葉
を
男
が
拾
い
擧
げ
、
後
に
そ
の
作
者
の
も
と
宮
女
に
出
會
っ
た
と
い
う
唐
代
の
故
事

（『
太
平
廣
記
』
卷
三
五
四
引
く
『
北
夢
瑣
言
』・『
雲
溪
友
議
』
卷
下
）
に
よ
る
。

（
10
）「

子
」
は
蜘
蛛
の
一
種
。
晝
に
見
る
と
瑞
兆
と
さ
れ
た
（
北
齊
の
劉
晝
の
『
劉
子
』

鄙
名
）。

（
11
）「
春

」
は
女
性
の
細
く
伸
び
た
白
い
指
。
唐
の
白
居
易
「
箏
」（『
白
氏
文
集
』
卷

六
四
）
に
「
雙
眸
剪
秋
水
、
十
指
剝
春

（
雙
眸
秋
水
を
剪
り
、
十
指
春

を
剝
ぐ
）」

と
あ
る
。

二
十
二
日
【
陰
暦
臘
八
（
十
二
月
八
日
）】

晴
れ
。
風
は
少
し
收
ま
る
が
、波
は
ま
だ
高
い
。
須
磨
た
ち
と
客
室
で
雜
談
し
、

ま
た
手
紙
を
書
い
て
京
都
と
東
京
の
友
人
に
送
る
。〔
孫
〕
逸
齋
た
ち
は
何
と
か

頑
張
っ
て
食
堂
に
行
く
。
午
後
一
時
、
吳
淞
江
に
入
る
。
二
時
に
滙
山
埠
頭
に
到

着
。
玉
姫
が
息
子
と
娘
を
連
れ
て
岸
壁
で
出
迎
え
て
く
れ
る
。
稅
關
の
檢
査
を
受

け
て
か
ら
、〔
楊
〕
无
恙
と
別
れ
、
自
動
車
で
歸
宅
。

書
舶
庸
譚
卷
七
終

 

（
立
命
館
大
學

學
部
敎
授
）




